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一昨年の 12 月末に中国で発生した新型コロナウイルス
（Covid 19）は，瞬く間に世界を席巻した。わが国において
は，発生後丸 1 年が経過したが，終息の兆しは未だ見えない。
この中で，新型コロナは我々の生活のみならず生活様式にま
で変化を与えた。私事ではあるが，勤務先の大学での卒業式，
謝恩会に加えて，私自身の退職時最終講義，古稀の集いなど，
多くの催しが中止あるいは先の見えない延期となった。この
春に同様な事が繰り返される心配が，杞憂であることを願う
ばかりである。大学での講義はなくなったものの，都内での
会議開催がかなりの数で予定されていた。その多くにおいて，
Web 会議の導入が試みられた。当初は，Web ソフトの操作
や発言タイミングなどのトラブルで，意思疎通に問題が生じ
るのではと感じたが，数をこなしていくうちに，Web でも
十分に会議の目的が達成できることを認識した。何よりも，
会議に関わる移動の手間と時間が減ったのは喜ばしい。半面，
懇親会などで成り立っていた諸々の相談ができなくなったの
が残念ではあるが，新型コロナが働き方の一部に変革を起こ
したのは紛れもない事実である。

ところで，ウイルスは動物，植物さらには細菌の細胞にま
で潜り込み増殖する。もっとも，植物ウイルスは動物に対し
ては影響を及ぼさないとはされているが，農作物に対しては，
茎葉の萎縮や生育抑制，果実変形などの様々な障害を誘発す
る。その一つに，チューリップ，ダリアなどの花色変異があ
る。まだウイルスの存在が知られていなかった 17 世紀中頃
のオランダでの出来事であるが，ウイルスに感染したチュー
リップの花弁に現れたモザイク模様が，見た目にも美しく珍
奇なものとして重宝され，そのような球根の価格が異常に高
騰してバブル経済が発生した。一般的には，チューリップ狂
時代として知られている。しかし，ウイルスに感染した作物
の生産は容易ではなく，バブル経済は崩壊するのである。こ
のように，農業生産においてもウイルスは重大な影響をもた
らす元凶となる。植物ウイルスとして，わが国では 200 種
以上が知られているが，その多くは，アブラムシ，アザミウ
マ，ヨコバイなどの昆虫により媒介される。ウイルス自体は，

圃場周辺の植物，多くは雑草を宿主として生存している。し
たがって，圃場へのウイルス感染を防ぐには，周辺に生息す
る宿主植物の除去や媒介昆虫の駆除が必須となる。

さて，わが家の庭にも毎年多くの雑草が芽吹く。しばらく
は，手取りや刈り取りで対応するが，最盛期になると惨憺た
る状況に陥る。もちろん，除草剤を利用すればよいのではあ
るが，野菜も花きも混植している場所では使いづらい。しか
し，雑草に対する除草剤の特性や働きを十分に理解していれ
ば，何らかの対策を打てたはずである。長年植物化学の研究
に携わった者としての自負はどこにあるのか？と自問する。
全くもって恥ずかしい限りである。そこで，改めて雑草と向
き合うことにした。まずは，雑草生態そのものの観察から始
める。庭に出現するのは，住み着いた多年生植物・球根類と
その実生，周りから侵入する一年生植物，そして鳥に運ばれ
た花木類の実生である。これまでは，耕すことはあっても除
草剤を使うことがなかった庭なので，それなりに雑草植生は
豊かである。とりあえず，植調雑草大鑑を片手に雑草種の解
明に取り掛かる。成熟すれば判別できる雑草種も，実生では
判らないものが多い。特に，イネ科や球根植物は難しい。そ
こで，除草がてら，幾つかの草種を残こすことにした。そう
すると，雑草であっても日々の成長に愛着が湧いてくる。あ
る程度育つと種の判別は可能となるが，さらには，花を見た
くなる。雑草の中にも美しい花は多くある。ここまでくると，
まさに雑草庭園である。とは言え，優占種になっても困るの
で，多年生植物や球根植物は丁寧に掘り取ることにする。雑
草種の解明が進むと，次にそれらの生態について調べたくな
る。と言うことで，まだ数年は，庭は雑草で覆われることに
なるであろう。幸い，我が家の住人も庭木・庭草もウイルス
に感染した兆候はないが，いつの日にか雑草制御ができるこ
とを楽しみにして，今しばらくは雑草と戯れてみたい。
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農業ै事者の高ྸ化や農業人ޱ
の減গにより，日ຊ国内では์غ
஍の増加がଓき，ฏ成 27 年時఺で
�2�� ສ IB と 全 耕 ஍ の ໿ 10 ˋ が 耕
作 ์ غ さ れ て い た（IUUQT���XXX��
DBo�Ho�KQ�Lei[Bi�TIiNoO�LBiHi�
TQeDiBM�20�0UG�2�111��TIiSZoV1@2�
QdG）。世界全体で見ても，Ԙ類集ੵ
やෆద੾な農஍利用により耕作์غ஍
面ੵは増加をଓ͚ており，গし古い
ਪܭとなるが 1990 年までに 2 ԯ IB
が耕作์غ஍となっていた（CSBNeSɹ
BOd )obbT  2007）。このように世界
֤஍で増加をଓ͚る耕作์غ஍につい
ては，農業生産の面からはޮ཰的な෮
元がٻめられる一方，生物相อ全の観
఺からは農஍ڥ؀からඇ農஍ڥ؀への
移ߦのػ会ともଊえられ，どのような
生態ܥを࠶生・ҡ࣋していくかという
議࿦が౔஍؅ݯࢿ理上重ཁとなる。

耕作์غされ؅理ఀ止状態が長年に
౉りଓいていくࡍに౔஍؅理を۩体的
にݕ౼する上では，そこに生育する植
物܈集がどのように経年変化していく
のか，という植生ભ移の過程を೺Ѳす
ることが重ཁとなる。日ຊのஆԹଳを
ྫとすると，Րࢁの෾Ր後の౔৕が形
成されていないད஍において，最初に
஍ҥ類が定着し，その後，草ຊ，௿木，
明るいڥ؀を޷むཅथの高木，そして
最終的にはর葉थྛをߏ成するӄथの
高木が優占していく，というような植
生変化は一次ભ移とݺばれ，高ߍのڭ

科ॻなどでもѻわれる生態現৅であ
る。また農஍のようにطに౔৕があり，
その中に生きた植物の種ࢠや根のある
状態から進ߦする植生ભ移はೋ次ભ移
とݺばれる。耕作์غ஍にお͚る植生
のೋ次ભ移については世界֤஍で長年
に౉る研究の஝ੵがあるが，ۙ年は؅
理ఀ止が長期化したࡍに，֎来種やڝ
૪ഉ除ޮ果のڧい在来種のൟໜなどに
より当֘஍Ҭのయ型的とされる৿ྛ植
生౳へのճ෮が્害されるέースが世
界֤஍からใࠂされている（CSBNeS 
BOd )obbT 2007）。

ຊߘでは，日ຊの์غാ植生につい
て，์غをめぐるࣾ会৘੎とஶ者らが
取り૊んできた関౦ฏ野の耕作์غാ
を対৅とした植生ભ移研究事ྫを中心
に঺介する。ຊߘを通じて，農஍ݯࢿ
や஍Ҭの自વڥ؀の؅理の一ߟࢀとし
ていただきたい。

���೔ຊͷാ஍͓Αͼ࡞ߞ
஍Λ८Δ৘੎غ์

ຊઅでは 5oLVoLB BOd /BLBHoTIi
（2017）の内容の一部を以Լ，຋༁సࡌ
する（సڐࡌ可൪߸ �01�0��1�ɿシュ
プリンΨーネイチϟーࣾ）。

日ຊではমきാ農業が古来からଓく
最も古いാ作農๏の一つである。মき
ാ農஍の多くは 19 世紀後半より常ാ
へとస׵されたが，19�0 年時఺でも
1 ສϔクタールを௒える農஍でমきാ
がӦまれていた。ਿຊ（199�）によ
ると，日ຊでは 12 世紀から 1� 世紀

にか͚て，মきാから常ാへのస׵が
進んだとされる。その当時はഴ，大౾，
໖花などが年ߩの対৅作物として耕作
され，雑ࠄ，野菜，ຑ，໖花などが自
�ഓされていた。1࠿作物としてڅ 世
紀から 1� 世紀にか͚てはഴと大౾の
ೋໟ作がߦわれるようになった。17
世紀以߱は，常ാで作෇͚される作物
は様々な野菜，໖花，タバコ，ナタネ
など多様化し，これらが঎業的に࠿ഓ
され，֤஍のڥ؀にద応した࠿ഓ体ܥ
が֬立されていた。19 世紀には܂の
ഓが増加し，19࠿ 世紀後半以߱は果
थ園が増加した。

19 世紀中൫始め以߱，農業ٕज़や
多くの作物種が੢༸諸国より導入され
たが，֤஍の古࿝の知識にجづく自څ
的な農業はґવとして޿くଓ͚られて
いた。ୈೋ次世界大ઓよりલには，΄
とんどの農作業は人ྗあるいは໾சに
よりߦわれていた。ࢪංはখن模農家
が自身で֬อする༗ػංྉやׯҷ 	 ΄
しか 
 にґっていた。20 世紀初め以
߱はۚංの使用もঃ々に増えてきた。
ୈೋ次世界大ઓ後は，農業のػց化や
化成ංྉの౤入が全国的にී及してき
た。࠿ഓ体ܥも多様な自څ，঎඼作物
の࠿ഓから，঎඼作物の୯作へと移ߦ
してきた。1970 年代の経済成長期に
は，農業のऩӹ性はଞ産業にൺべམち
込み，それ以߱現在まで耕作์غ஍の
増加がଓいている。（຋༁終わり）

ɹ次અからは主に関౦ฏ野の耕作์
しࠂാを対৅にஶ者らがこれまでใغ
てきた成果の֓ཁを঺介する。

ാʹ͓͚るغ์࡞ߞ
২ੜભҠʹ͍ͭͯ
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5oLVoLB BOd /BLBHoTIi 	2017

のσータの࠶集ܭにより，200� 年に
関౦ฏ野のランダムにબばれた 1� の
஍Ҭ（1 ஍Ҭはຌそ 100IB）を対৅に
耕作์غാの優占植物を調ࠪした݁果
をද �1 にࣔす。耕作์غの初期ஈ֊
に一ૣく圃場に定着する自立する一年
生草ຊやೋ年生草ຊを中心とした植物
མが܈ ����ˋと最も大きいׂ合を占
めていた。それに次ぐ植物܈མの内༁
を見ると，܈མ上૚を覆うつる植物と
して，Χナムグラやクζが多く，஍ද
をඃ覆する自立する植物としてはアζ
マネザα，ηイタΧアϫダチソウ，ス
スΩが最も޿くڞ通して見られ，これ
らは合ׂܭ合で �0�9ˋだった。また
これに次いでモウソウチクやマダέと
いった஛の優占する立஍も 7�2ˋで֬
認された。調ࠪ時఺では޿葉थೋ次ྛ
にまで成ྛした圃場は ��1ˋだった。

この優占植物の調ࠪではクζやアζマ
ネザαが圃場の一面を覆う様ࢠが޿く
観察されたが，このような圃場はどの
程度؅理ఀ止がܧଓされているのか？
またथ木の定着はスムーζに進むのだ
ろうか？というٙ問が生じてきた。

	�
�ΞζϚωβα΍Ϋζͷൟໜʹ
ΑΔथ໦࣮ੜఆணͷ્֐

؅理ఀ止状態がൺֱ的長い耕作์غ
ാではつる植物ではΧナムグラやクζ

（ਤ �1 自立して஍දをඃ覆する，（ࠨ
植物としてはアζマネザα（ਤ �1 ӈ），
ηイタΧアϫダチソウ，ススΩなどが
多く見られた。ஶ者らがこれら植物に
よってඃ覆された耕作์غ஍ 11 Օ所
を 200� 年に調ࠪした݁果から，耕作

஍内で観察されたथ木の実生数غ์
は，ᶃ์غ年数の増加とは相関関܎が
見られず（つまり，์غ年数が長くな
ればथ木の定着がどんどん進む，と
いうことではなく），ᶄ܈མ内の開ۭ
度（थ木実生へのޫのಧきやすさのࢦ
ඪ）とਖ਼の相関が見られた。特にク
ζ，Χナムグラ，アζマネザαのඃ覆
཰の増加に൐い開ۭ度は௿Լしていた

（5oLVoLB et al� 2011）。この݁果を
ड͚て，優占植物とのޫをめぐるڝ૪
を主ཁҼとしてथ木実生の定着્害が
生じているのか？ あるいはそのଞの
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表-１ 関東平野の耕作放棄畑面積全体に占める優占植物種の割合 
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ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ

他多数 
36.5 
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竹（マダケ属）  モウソウチク，マダケ，ハチク（少） 7.2 
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ススキ属 カナムグラ（少） 
ススキ，オギ，セイタカアワダチソウ（少），ア
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ある植物が植物܈མ内に定着でき
るかについては，種څڙࢠの༗ແ

（4eed MiNiUBUioO）と生育ڥ؀のదෆ
ద（.iDSo�TiUe MiNiUBUioO）の 2 つの
ཁҼよりূݕされる（&SiLTToO BOd 
&ISMēO 1992）。ஶ者らはアζマネザ
αが୯一で優占した圃場とアζマネザ

αの上૚をクζやΧナムグラがඃ覆し
た圃場を対৅に，थ木種ࢠの೻種や実
生植࠿と生育ڥ؀の改変ॲ理を૊み合
わͤた野֎操作試ݧをߦった。

	�
�ΞζϚωβαͷ্૚ΛΫζɼΧ
φϜάϥ͕෴͏܈མͰͷૢݧࢼ࡞
݁Ռ

アζマネザαとクζの྆方がൟໜ
した์غാにおいて操作試ݧをߦい，
植生の刈り取りの༗ແやམ葉མࢬの
ඃ覆が在来थ種の定着に及ぼす影響
を 1 年 間 観 察 し た（5oLVoLB et al� 
201�）。その݁果，ඇ刈り取り۠では
在来थ種の定着が΄とんど進まなかっ
た（ද �2，ਤ �2ʀʮ農業ٕڥ؀ज़研究所・
研究成果৘ใ・�2 集より部分సࡌʯ）。

植࠿実生のࢮރした࢟や，圃場内にࢄ
ཚした೻種༝来と思われるυングリの
৯べかすの状態からは，܈མ内の҉さ
や野生動物（おそらく後ड़のように野
ネζミ౳）による種ࢠの৯害がथ木の
定着を๦͛たとߟえられた。

	�
�ΞζϚωβα͕୯ҰͰ༏઎ͨ͠
Ռ݁ݧࢼ࡞མͰͷૢ܈

植物体の高さが � ̼程度にࢸった
アζマネザαが୯一で優占した์غാ
において，植生の刈り取りの༗ແ，མ
葉མࢬのඃ覆の༗ແ，動物のアクηス
ස度をܰ減さͤるۚ໢と防鳥ࢳઃஔの
༗ແを૊み合わͤた試۠ݧをઃ͚，�
種の在来थ種の種ࢠを೻種し，これら
थ種の初期定着に及ぼす操作ཁҼの影
響をূݕした 	5oLVoLB et al� 2019
。
在来थ種には明るいڥ؀を主な生育஍
とするアΧマπ，ΤϊΩ，ムクϊΩ，
コナラ，҉いڥ؀を主な生育஍とする
シラΧシ，スダδイを用いた。

この操作試ݧの݁果，ਤ �� にࣔす
通り，थ種によって定着્害ཁҼが異
なることが明らかとなった。まずアζ
マネザαによってඃ覆された܈མ内は
明るいڥ؀を޷む上ड़の � 種にとって
は生育生理的な面でదしておらず，ރ
体が多数見られた。一方で茎ݸするࢮ
がஶしく৳ͼたె長成長とはなるが，
シラΧシ，スダδイについては初期の
体が多ݸは໔れることが出来るࢮރ
かった。このようなथ種間のࢮރ，ె

ද ��　೻छɾ২࠿ಋೖҰ೥ޙͷ࣮ੜੜ࢒཰ʢˋʣ

表-１ 関東平野の耕作放棄畑面積全体に占める優占植物種の割合 

調査は 2008 年に実施した。 
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放棄畑面積全体に占
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一年生草本や二年生草

本中心 
 

ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，メヒシバ

他多数 
36.5 

つる植物 カナムグラ，クズ アズマネザサ，セイタカアワダチソウ，ススキ 23.8 

ササ カナムグラ（少） アズマネザサ，セイタカアワダチソウ（少） 14.7 

多年生草本（セイタカア

ワダチソウ中心） 
カナムグラ（少） セイタカアワダチソウ，ススキ，アズマネザサ 12.4 

竹（マダケ属）  モウソウチク，マダケ，ハチク（少） 7.2 

広葉樹二次林  ムクノキ，エノキ，シラカシ，コナラ，ヌルデ等 4.1 

ススキ属 カナムグラ（少） 
ススキ，オギ，セイタカアワダチソウ（少），ア

ズマネザサ（少） 
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表-2 播種・植栽導入一年後の実生生残率（％） 

導入方法 樹種 刈り取り区 非刈り取り区 

播種 コナラ 45 1 

 シラカシ 30 0 

 スダジイ 26 0 

植栽 アカマツ 56 0 
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 エノキ 98 2 
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長成長による生残の܏向は，アζマネ
ザαのൟໜに൐うྛচのޫݯࢿのෆ଍
とそのڧさをࣔࠦするものと思われ
る。ただしこのような生育生理的な؀
対৅ݧとしての制限に加えて，全試ڥ
थ種の種ࢠ౳を޿৯に࠾৯する野ネζ
ミによる৯害影響もਙ大であることが
ηンαーΧϝラによりه࿥された野ネ
ζミの࠾৯ߦ動から明らかとなった。

このような野ネζミの৯害およͼޫ
制限の解ܾをਤるためにはααの刈り
取りが༗ޮではある。しかし，刈り取
り۠では一定程度成長した当年実生を
ౙから春にか͚て࠾৯するχϗンϊウ
αΪやムクϊΩおよͼアΧマπの種ࢠ
あるいは出芽௚後のࢠ葉を࠾৯する֎
来ङྌ鳥のコδュέイによる৯害によ
りथ木実生の定着が્害された。མ葉
མࢬによるඃ覆はアΧマπなどখ型の
種ࢠ植物の出芽཰を௿Լさͤる可能性
もࣔࠦされた。人ҝ的に೻種，植࠿し
た実生の生残཰を高めるためには導入
するथ種とその導入方๏のݕ౼，アζマ
ネザαの刈り取りに加え，野生鳥्の࠾
৯影響やམ葉མࢬのඃ覆による影響につ
いてもྀߟする必ཁがあることがこの試
から明らかとなった（ਤݧ ��）。

ʹޙ࠷

日ຊのാ஍およͼ耕作์غ஍を८る
৘੎からは，過去数世紀の間にෳ雑か
つ，࠶現性のແい農業ٕज़の変化があ
り，その中で現在，耕作์غ஍は増加
をଓ͚ている。これに加えて農耕஍周
辺の植生配ஔも過去̎世紀の間に大
きく変化してきており，খໆ（200�）
によれば，19 世紀後半に໿ 1�00 ສ
IB という޿大な国౔が草஍だった頃
から，19�0 年代には草஍は໿ 200 ສ
IB 未ຬに，2001 年にはわずか �� ສ
IB にまでٸ減している。چ来の刈り
取りやՐ入れによりૈ์的にҡ࣋され
ていた半自વ草஍の主ཁߏ成種の一つ
としてはススΩが知られるが，スス
Ωのൟໜする草஍はथ木（5TVZV[BLi 
200�）やرগな野草（0TBXB 2011）
の定着をॿ͚るޮ果が知られている。
この 19 世紀後半からの草஍のٸ減は
耕作์غ஍に移入してくるススΩ౳の
草ຊの種ྔࢠや，์غ初期の植物܈མ
の種૊成にも大きな変化をもたらして
きたものと思われる。さらには஍球ن
模のڥ؀ཁҼとしてؾ候変動に൐う植
物܈集ߏ଄の変化や世界的な物ྲྀ໢の

発達に൐う֎来植物の移入およͼ定着
も植生ભ移に影響する重ཁなཁҼであ
る。ɹ

このようなෳ雑かつ多ཁҼの影響の
もと์غ஍の植生ભ移は΄場内の؅理
ཤྺのみに着目して，その生態現৅を
シンプルに予ଌすることは難しくなっ
てきている。ຊߘで঺介した野֎観察
や操作試ݧの݁果からは，アζマネザ
αやクζといった在来の優占植物種と
のݯࢿを८るڝ૪，これら優占植物の
མ葉མࢬのଯੵ，֎来ङྌ鳥をؚむ野
生動物の࠾৯ߦ動がෳ雑に作用して，
஍Ҭのయ型的な৿ྛのճ෮がఀ଺して
いる可能性がࣔされた。しかしながら
日ຊ全体を見ると耕作์غ஍にお͚る
植生ભ移のύターンとそれをن程する
ཁҼについては，まだまだ実態が明ら
かとされていない。֤஍で耕作์غ஍
植生の植生ભ移過程を明らかにし౔஍
をޮ཰的に؅理するための方๏をݯࢿ
֬立していく必ཁがある。

Ҿ༻จݙ
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ͼٴӦମ਺ܦۀผ೶ۀӦମʹ͓͚るओ෭ܦਓݸ
ηϯαε͔Βɹͦͷ̏ʣۀ਺ʢ����೥೶ྛऀࣄैۀత೶װج

　౷ܭσʔλ͔Β

ද ��　ओ෭ۀผܦӦମ਺

人経Ӧ体を主෭業別にみると，දݸ �1 にࣔすように，主業
経Ӧ体（農業所ಘが �0ˋ以上で，1 年間に自Ӧ農業に �0 日以
上ै事している �� 未ຬの世ଳһがいる）はࡀ 2� ສ経Ӧ体で
� 年લにൺべ � ສ 2 ઍ経Ӧ体が減গし，४主業経Ӧ体（農業所
ಘが �0ˋ未ຬで，同上の世ଳһがいる）は 1� ສ 1 ઍ経Ӧ体
で 11 ສ � ઍ経Ӧ体の減গ，෭業的経Ӧ体（同上の世ଳһがい
ない）は �� ສ � ઍ経Ӧ体で 12 ສ̐ઍ経Ӧ体がいずれも減গ
している。この݁果，ݸ人経Ӧ体に占めるׂ合は，主業経Ӧ体
が 22�2ˋ，४主業経Ӧ体が 1���ˋ，෭業的経Ӧ体が ���2ˋと，
෭業的経Ӧ体が大部分を占める現状は � 年લと変わりない。

なお，1 年間に自Ӧ農業に 1�0 日以上ै事した �� 未ຬのࡀ
農業ઐै者がいるׂ合は，主業経Ӧ体では �7��ˋ（20 ສ 1 ઍ

経Ӧ体）に対し，४主業経Ӧ体では ���9ˋ（� ສ � ઍ経Ӧ体）
と，後者では௿くなっている。

ද �2 にࣔすように，主に自Ӧ農業にै事するװج的農業ै
事者は 1�� ສ 1 ઍ人で，� 年લにൺべ �9 ສ � ઍ人（22��ˋ）
減গしている。また，年ྸ֊૚別にみても全ての֊૚で減গし
ている。֤年ྸ֊૚別では 70 代が占めるׂ合がࡀ ���9ˋと最
も多く，次いで �0 代のࡀ 2���ˋ，�0 以上ࡀ 17��ˋとなって
いる一方，20 代以Լはࡀ 1�2ˋ，�0 代ࡀ ��7ˋ，�0 代ࡀ ��9ˋ，
�0 代ࡀ 9��ˋと，いずれも一ܻ୆とগない。そして，�� 以ࡀ
上が占めるׂ合は �9��ˋとなり，� 年લにൺべ ��9 ϙイント
上ঢしている。その݁果，ฏۉ年ྸも �7 からࡀ �7�� へとࡀ
より高ྸ化が進んでいる。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,� 0）

ʢ୯ҐɿઍܦӦମʣ

ද ��　೥ྸผװجత೶ऀࣄैۀ਺ʢݸਓܦӦମʣ ʢ୯Ґɿਓʣ
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٢઒ɿϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷμΠζʹର͢Δༀ֐ॿ௕ཁҼ　�

ळాݝ೶ݧࢼۀ৔
物෦࡞

٢઒ਐଠ࿠

͸͡Ίʹ

ळాݝの大౾圃場にお͚る主ཁ雑草
は 
 発生ׂ合の多いॱにϊϏΤ ��ˋ 

タσ類 19ˋ，シロザ・アΧザ 12ˋ，
πϢクα 10ˋである（ळాݝ農ྛਫ
産部調べ 2017，未発ද）。ۙ年では，
化アαΨオ類やアϨチウリなどの難ؼ
防除雑草の発生がݝ内全Ҭで֬認され
ている（ࡾӜ・加౻ 2017）。難防除
雑草対策として，ダイζの生育期間中
にༀ剤や耕種的防除を૊み合わͤた体
防除が必須であるが，大౾作にお͚ܥ
る޿葉雑草対৅の茎葉ॲ理剤はগな
い。そうした中，フルチアηットϝチ
ルೕ剤は，޿葉雑草対৅の茎葉ॲ理剤
として 201� 年 2 月に大౾作で農ༀొ
࿥された。ຊ剤はシロザやアϨチウリ
などに対して除草ޮ果が高く，ؼ化ア
αΨオ類に対しても草種によるが一定
の生育抑制ޮ果が認められており（内
ւ 201�），ຊݝにお͚る難防除雑草
の防除体ܥの一୺を୲う剤として期଴
される。一方，΄とんどのダイζ඼種
でༀӷのかかった葉に初期ༀ害が生じ
るなど，使用にࡍして஫意をཁする。
特にפ஍では，ༀ害により分ࢬઅ数や
ູ実ᣛ数が減り，減ऩにࢸるとのใࠂ
もある（௰ら 201�）。ຊ剤に関する
ༀ害試ݧは，౦๺஍Ҭの様々な試ݧ研
究ػ関においてߦわれているが，ༀ害
をॿ長するڥ؀ཁҼとの関܎について
はෆ明な఺が多い。ຊߘでは，2017
年から 201� 年に実ࢪしたຊ剤のༀ害
試ݧの݁果をجに，ळాݝでಘられた

ༀ害ॿ長ཁҼについてݕ౼した。

���ॳظༀ֐঱ঢ়

ळాݝにおいて֬認されたフルチア
ηットϝチルೕ剤の初期ༀ害঱状は，
これまでใࠂされたようにల開した葉
にന化，׊変，縮葉がみられ 
 縮葉はॲ
理時ల開中の葉に多くみられた 	 ਤ �1
。
ༀൗの޿がりはॲ理後 � 日程度で止ま
り，ॲ理後にల開する新葉にはༀ害঱
状はみられず，一過性の঱状であった。
しかし，ༀ害がݦஶにみられる場合は，
上هのༀ害঱状に加え，খ葉のམ葉や
成長఺の࿷ۂがみられた。成長఺はそ
の後ࢮރし，ࢮރした成長఺෇ۙから
わき芽の発生がみられた（ਤ �2）。

�ɽੜҭɾऩྔ΁ͷӨڹ

2017 年に（ެࡒ）日ຊ植物調અ剤
研究ڠ会からडୗしたാ作関܎除草剤
ద用性試ݧでは，いずれのༀྔともల
開葉に׊変 
 縮葉঱状がみられたが 

ճ෮はૣく，ༀ害程度はඍであった。
数ࢬ全除草۠にൺべༀ剤ॲ理۠で分׬
がগなかったが，主茎長やູ実ᣛ数，
ऩྔにༀྔのҧいによるࠩはみられ

なかった（ද �1）。一方，同年に実ࢪ
した඼種別ༀ害試ݧでは，ňळ試྘ 1
߸ŉ 
 ňあきたみどりŉ 
 ňリュウϗウ
ŉ すべての඼種においてༀ害঱状がݦ
ஶにみられた（ਤ ��）。いずれの඼種
もॲ理後 � 日目には成長఺がࢮރし 

ॲ理後 10 日目にࢮރした成長఺෇ۙ
からわき芽の発生がみられた。その後 

主茎৳長はༀ害のためஶしく抑制され，

ϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷ
μΠζʹର͢るༀ֐ॿ௕ཁҼ

ਤ ��　�ϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷༀ֐঱
঱ঢ়ʢϦϡ΢ϗ΢ʣ

　　　ᶃॲཧ࣌׬શల։ɼᶄॲཧ࣌ల։த　

ਤ ੒௕఺෇͔ۙΒΘ͖ժ͕ൃͨ͠ࢮރ�　��
ੜͨ͠ݸମʢϦϡ΢ϗ΢ʣ　

ද��　ϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷༀྔͷҧ͍͕ੜҭɾऩྔʹٴ΅͢Өڹ　

主茎長
主茎

節数
分枝数

稔実

莢数
百粒重

cm 節 本/本 莢/㎡ kg/10a 同左比 g

30mL区 微 葉の褐変・縮葉 74 16.2 3.3 598 383 106 34.1

40mL区 微 〃 80 16.8 3.7 600 384 106 35.2

50mL区 微 〃 70 16.0 3.0 627 378 105 34.3

完全除草区 - - 73 16.0 4.0 632 361 100 33.6

注）ダイズ本葉6.6葉期処理

収　量
試験区

薬害

程度
症　状

（リュウホウ）
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わき芽が৳長した草࢟のݸ体がࢄ見さ
れた。ༀ害程度に඼種間ࠩはみられな
かったが，ňळ試྘̍߸ŉ では分ࢬ数，
૯અ数の減গによりູ実ᣛ数が減り，
ແॲ理۠対ൺで 20ˋ減ऩし，ଞ඼種に
ൺべ減ऩ཰が高かった（ද �2）。ɹɹ

この 2 つの試݁ݧ果から，ॲ理時
のؾ৅৚݅のҧいがༀ害の発生程度に
影響を及ぼす可能性がߟえられた。

�ɽༀ֐ॿ௕ཁҼ

ༀ害ॿ長ཁҼについてৄ細にݕ౼する
ため，201� 年に ňリュウϗウŉ をڙ試し，

ϙット試ݧで೻種時期を変え，� 月 2�
日（ダイζຊ葉2�0葉期），�月�1日（同2��
葉期），� 月 11 日（同 ��� 葉期）にそれ
ͧれॲ理した。その݁果， � 月 11 日ॲ理
において 
2017 年同様のڧいༀ害঱状が
みられ，成長఺のࢮރにより主茎৳長が
ஶしく抑制された（ද ��）。

඼種別ༀ害試ݧとϙット試ݧにお͚
るॲ理時期のؾ৅৚݅を解ੳすると，
2017 年の඼種別ༀ害試ݧでは，ॲ理
લ後に࿈ଓした߱Ӎがあり，ॲ理લ �
日間の最௿ؾԹのฏۉは 10�9ˆと最
௿ؾԹの௿い日がଓいていた。また，
201� 年のϙット試ݧでは，ॲ理後 �

日間߱Ӎがଓき，ฏؾۉԹが 1��0ˆ
と௿Թであった � 月 11 日ॲ理でༀ害
がڧく，௿Թのみであった � 月 2� 日
ॲ理，� 月 �1 日ॲ理ではༀ害程度は
2 とܰඍであった（ද ��，�）。

�ɽ·ͱΊ

フルチアηットϝチルೕ剤のༀ害は
一過性の঱状であるが，ॲ理時期のؾ৅
৚݅によっては，減ऩにࢸる΄どのڧい
ༀ害を生じることが֬認された。そのༀ
害ॿ長ཁҼとして，ॲ理લ後に࿈ଓした
߱Ӎと௿Թが重なる場合にڧいༀ害を生
じ，特に，ॲ理後の࿈ଓした߱Ӎや௿Թ
がༀ害をॿ長するとߟえられた。ɹɹɹɹ

ຊ剤の初期ༀ害については 
 ౦๺֤
わߦがݧ関において試ػ研究ݧの試ݝ
れており，大౾作にお͚る҆全使用に
関するٕज़৘ใが発දされている。ٶ
৓（�201）ݝでは 
 ॲ理લ後 �� 時間
のฏؾۉԹが௿い΄どༀ害程度が大き
いとใࠂされており，ຊݝと同様に生
育抑制により減ऩする可能性があると
（�201）ݝ手ؠ，ఠしている。またࢦ
では，ॲ理時期がૣい΄ど初期ༀ害の
発生程度が大きくなるとใࠂされてお

ਤ ��　ळాݝμΠζ঑ྭ඼छʹର͢Δॳظༀ֐঱ঢ়
஫ʣ͔ࠨΒʮळࢼ྘�߸ʯʮ͖͋ͨΈͲΓʯʮϦϡ΢ϗ΢ʯ　

ද��　ϑϧνΞηοτϝνϧೕ͕ࡎμΠζ�඼छͷੜҭɾऩྔʹٴ΅͢Өڹ　

薬害※

程度

(0-5) cm 本/本 節/㎡ 莢/㎡ kg/10a 対無処理

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
18 2.1 49.3 453 297 80%

無処理 - - 75 3.4 97.2 518 371 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
39 2.6 68.3 524 318 87%

無処理 - - 89 4.4 95.3 551 364 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
23 2.7 62.0 584 328 90%

無処理 - - 72 3.8 79.1 688 364 100%

注2）ダイズ本葉3.0葉期処理

リュウホウ

注1）薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲・枯死

稔実

莢数
収 量

秋試緑１号

あきたみどり

主茎長 分枝数 総節数
品 種 試験区 症 状

ද��　ϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷॲཧ࣌ظͷҧ͍͕μΠζੜҭॳٴʹظ΅͢Өڹ　

処理時
処理後

14日
処理時

処理後

14日
処理時

処理後

14日

5月24日 2.0 8.8 12.3 2 8.7 12.2 3 9.0 12.2 葉の褐変・縮葉

5月31日 2.3 9.4 14.9 2 10.0 15.1 3 9.6 14.5 葉の褐変・縮葉

6月11日 3.4 14.0 13.3 5 13.5 13.9 5 13.5 16.3
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死

※ 薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

　 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm)
処理日

ダイズ

葉齢

(葉)

30mL区 50mL区 無処理区

症 状

ɾࢮރ
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わき芽が৳長した草࢟のݸ体がࢄ見さ
れた。ༀ害程度に඼種間ࠩはみられな
かったが，ňळ試྘̍߸ŉ では分ࢬ数，
૯અ数の減গによりູ実ᣛ数が減り，
ແॲ理۠対ൺで 20ˋ減ऩし，ଞ඼種に
ൺべ減ऩ཰が高かった（ද �2）。ɹɹ

この 2 つの試݁ݧ果から，ॲ理時
のؾ৅৚݅のҧいがༀ害の発生程度に
影響を及ぼす可能性がߟえられた。

�ɽༀ֐ॿ௕ཁҼ

ༀ害ॿ長ཁҼについてৄ細にݕ౼する
ため，201� 年に ňリュウϗウŉ をڙ試し，

ϙット試ݧで೻種時期を変え，� 月 2�
日（ダイζຊ葉2�0葉期），�月�1日（同2��
葉期），� 月 11 日（同 ��� 葉期）にそれ
ͧれॲ理した。その݁果， � 月 11 日ॲ理
において 
2017 年同様のڧいༀ害঱状が
みられ，成長఺のࢮރにより主茎৳長が
ஶしく抑制された（ද ��）。

඼種別ༀ害試ݧとϙット試ݧにお͚
るॲ理時期のؾ৅৚݅を解ੳすると，
2017 年の඼種別ༀ害試ݧでは，ॲ理
લ後に࿈ଓした߱Ӎがあり，ॲ理લ �
日間の最௿ؾԹのฏۉは 10�9ˆと最
௿ؾԹの௿い日がଓいていた。また，
201� 年のϙット試ݧでは，ॲ理後 �

日間߱Ӎがଓき，ฏؾۉԹが 1��0ˆ
と௿Թであった � 月 11 日ॲ理でༀ害
がڧく，௿Թのみであった � 月 2� 日
ॲ理，� 月 �1 日ॲ理ではༀ害程度は
2 とܰඍであった（ද ��，�）。

�ɽ·ͱΊ

フルチアηットϝチルೕ剤のༀ害は
一過性の঱状であるが，ॲ理時期のؾ৅
৚݅によっては，減ऩにࢸる΄どのڧい
ༀ害を生じることが֬認された。そのༀ
害ॿ長ཁҼとして，ॲ理લ後に࿈ଓした
߱Ӎと௿Թが重なる場合にڧいༀ害を生
じ，特に，ॲ理後の࿈ଓした߱Ӎや௿Թ
がༀ害をॿ長するとߟえられた。ɹɹɹɹ

ຊ剤の初期ༀ害については 
 ౦๺֤
わߦがݧ関において試ػ研究ݧの試ݝ
れており，大౾作にお͚る҆全使用に
関するٕज़৘ใが発දされている。ٶ
৓（�201）ݝでは 
 ॲ理લ後 �� 時間
のฏؾۉԹが௿い΄どༀ害程度が大き
いとใࠂされており，ຊݝと同様に生
育抑制により減ऩする可能性があると
（�201）ݝ手ؠ，ఠしている。またࢦ
では，ॲ理時期がૣい΄ど初期ༀ害の
発生程度が大きくなるとใࠂされてお

ਤ ��　ळాݝμΠζ঑ྭ඼छʹର͢Δॳظༀ֐঱ঢ়
஫ʣ͔ࠨΒʮळࢼ྘�߸ʯʮ͖͋ͨΈͲΓʯʮϦϡ΢ϗ΢ʯ　

ද��　ϑϧνΞηοτϝνϧೕ͕ࡎμΠζ�඼छͷੜҭɾऩྔʹٴ΅͢Өڹ　

薬害※

程度

(0-5) cm 本/本 節/㎡ 莢/㎡ kg/10a 対無処理

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
18 2.1 49.3 453 297 80%

無処理 - - 75 3.4 97.2 518 371 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
39 2.6 68.3 524 318 87%

無処理 - - 89 4.4 95.3 551 364 100%

50mL 5
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死
23 2.7 62.0 584 328 90%

無処理 - - 72 3.8 79.1 688 364 100%

注2）ダイズ本葉3.0葉期処理

リュウホウ

注1）薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲・枯死

稔実

莢数
収 量

秋試緑１号

あきたみどり

主茎長 分枝数 総節数
品 種 試験区 症 状

ද��　ϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷॲཧ࣌ظͷҧ͍͕μΠζੜҭॳٴʹظ΅͢Өڹ　

処理時
処理後

14日
処理時

処理後

14日
処理時

処理後

14日

5月24日 2.0 8.8 12.3 2 8.7 12.2 3 9.0 12.2 葉の褐変・縮葉

5月31日 2.3 9.4 14.9 2 10.0 15.1 3 9.6 14.5 葉の褐変・縮葉

6月11日 3.4 14.0 13.3 5 13.5 13.9 5 13.5 16.3
葉の褐変・縮葉

成長点の枯死

※ 薬害程度は処理時展開中を含む上位3葉の薬斑葉面積率とし,処理4日後に評価した。

　 0：薬斑なし, 1：薬斑葉面積率10％, 2：同20％, 3：同30％, 4：同40％又は落葉, 5：同50％又は成長点の湾曲

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm) 薬害※

程度

(0-5)

主茎長(cm)
処理日

ダイズ

葉齢

(葉)

30mL区 50mL区 無処理区

症 状

ɾࢮރ

٢઒ɿϑϧνΞηοτϝνϧೕࡎͷμΠζʹର͢Δༀ֐ॿ௕ཁҼ　�

り，඼種 ňリュウϗウŉ に対し 2 ʙ �
葉期ॲ理で �ˋ減ऩした事ྫがใࠂさ
れている。これまで，フルチアηット
ϝチルೕ剤の初期ༀ害程度は，Թஆ஍
にൺべྫྷפ஍でよりڧいことがใࠂさ
れており（઒໊ら 201�），౦๺஍Ҭ
ではॲ理લ後のؾ৅৚݅やॲ理時期に
ついてさらにݕ౼が必ཁである。

͓ΘΓʹ

ळాݝにお͚るඪ೻の೻種ద期は �
月上०頃で，フルチアηットϝチルೕ剤
のॲ理ૣ限（ダイζ 2 葉期）に達する

時期は � 月中०頃となる。この時期は
ຊݝのകӍ入りと重なり，࿈ଓした߱Ӎ
や௿Թにૺ۰するリスクが高い。今後 

ༀ害を最খ限に抑え，十分な除草ޮ果が
ಘられるॲ理時期についてݕ౼する予定
である。

Ҿ༻จݙ
農ྛਫ産部 201�ɽフルチアηットϝݝ手 ؠ

チルೕ剤の除草ޮ果とݝ大౾঑ྭ඼種に対
する初期ༀ害ɽؠ手ݝ農業研究ηンター試
研究成果ॻ（ฏ成ݧ �0 年度）ɽ

઒ ໊ 義明ら 2019� 大౾用新ن茎葉ॲ理除草
剤フルチアηットϝチルೕ剤の雑草種別ޮ
果と害初期ༀ害ɽIUUQ���XXX�OBSo�BGGSD�
Ho�KQ�QVbMiDiUZ@SeQoSU�QVbMiDBUioO�pMeT�

GVSVUiBTeUUo201��QdG
౾内の大ݝ加౻խ໵ 2017ɽळా・ࢠ߃Ӝ ࡾ

΄場にお͚る難防除つる性ؼ化雑草の発生
状況（ฏ成 2� ʙ 29 年）ɽ実用化できる試
研究成果（ฏ成ݧ 29 年度試ݧ研究成果） 
1��1�ɽ

農ྛਫ産部 201�ɽ大౾作にお͚る茎ݝ৓ ٶ
葉ॲ理剤 ňフルチアηットϝチルೕ剤（঎
඼໊ɿアタックシϣットೕ剤）ŉ の঑ྭ඼
種への影響ɽٶ৓ݝ ňී及に移すٕज़ŉ ୈ
9� ߸（ฏ成 �0 年度） ���90ɽ

௰ ത೭ら 201�� ๺ւಓにお͚るフルチア
ηットϝチルのࢄ෍がダイζのऩྔに及ぼ
す影響 � ୈ 2�� ճ日ຊ作物学会講ԋ会ཁ
集，��ɽࢫ

内 ւ੣ 201�ɽ< 新ༀ剤঺介 > アタックシϣッ
トೕ剤ɽ植調 �2（7），19�2�ɽ

ද��　ܪ༿ॲཧࡎॲཧલޙ�೔ؒͷؾ৅৚݅　

平均気温

(℃)

最低気温

(℃)

降雨

日数

総雨量

(mm)

平均気温

(℃)

最低気温

(℃)

降雨

日数

総雨量

(mm)

2017 6月30日 3.0 17.2 10.9 3 3.0 21.0 19.7 4 75

5月24日 2.0 13.8 8.1 0 0 14.8 10.3 0 0

5月31日 2.3 17.1 12.0 1 1 17.6 12.9 1 5

6月11日 3.4 17.6 12.0 1 39 14.0 11.4 4 21

注）薬量50mL/10a，水量100L/10a

2018

処理日

処理前4日間 処理後4日間ダイズ

葉齢

(葉)

年次

ɹɹɹ

Ωンϙウή科Ωンϙウήଐの多年草。全国の઒ݪやాの൞な
どの࣪りؾの多いところに生える。എৎは 20DN から 70DN
΄ど。根生葉には長いฑがあり � 出ෳ葉。それͧれのখ葉に
੾れ込みがある。� 月ʙ 7 月ころ，分ࢬした茎の先に௚ܘ 1��DN
΄どのޫ୔のあるԫ色い � 弁の花をつ͚る。花後にはۚฏ౶
のような֯のある 1DN ΄どの果実をつ͚る。ޫ୔のあるԫ色
い花とۚฏ౶のような果実はこの஥間の特௃である。

長い間ʮޅのϘタンʯだと思っていた。ޅが化͚るときࠇの
タΩシーυに身をแみ，そのスーπのલϘタンがこのۚฏ౶様
の果実なのだ，と。まさにʮϘタンを掛͚ҧえてʯいたのであ
る。໊のҦれは葉がϘタン（Դ୮）にࣅていて，ʮޅʯが੗む
ような野ݪに࡙くことからʮ野Դ୮ʯと໊෇͚られたという。
が，特にޅが੗みそうなところだ͚に生えるのでもなくどこに
でも見られる。あるઆによると，花色のԫ色からʮԫ߃（きつ
Ͷ）ʯだともいうが，ʮΩπネʓʓʯにも様々な花色がある。ま
たあるઆには，༗ಟであったりຯがڧす͗たりして৯べられな
いものにʮΩπネʯと෇͚られたとも。

春先，ΩπネϊϘタンが芽吹いてくるころ，同じようなڥ؀

で同じように芽吹いてくるものにηリがある。ࣅてඇなるもの
で，花が࡙͚ば୭でもҧいが分かるがए葉の時には஫意が必ཁ。
ηリをఠんでいるつもりがΩπネϊϘタンもఠんでしまってい
たということも。ΩπネϊϘタンをはじめとするΩンϙウή科
の植物にはラψンクリンという配౶体がؚまれ，葉をࡲりつͿ
したりするとこれが加ਫ分解されプロトアネモχンという༗ಟ
成分が作られる。このプロトアネモχンがൽෘや೪ບにつくと
௧みやԌ঱，出݂性௵ᙾなどがҾき起こされる。

ηリと間ҧえるのも以ての֎であるが，花が可愛いからと
いってࢠどもにఠんでؼって一ྠૠしに，などとはΏめΏめ思
わないこと。そういえばʮ੺ໟのアンʯでは，アンがڭ会の日
༵学ߍへ向かう్中ಓ୺に࡙いていた bVUUeSDVQT や野バラを
ఠんで花ྠをฤみ，かͿっていたഴわら๧ࢠに০り෇͚るとい
う場面があるが，ここでいう bVUUeSDVQT はΩンϙウήのこと。
ಓ୺に࡙くΩンϙウήはおそらくウマϊアシΨタ。ΩπネϊϘ
タンの஥間で༗ಟ成分を࣋つ。アンはඃれたりしなかったのだ
ろうか。

ʢ公財ʣ日本植物調節剤研究協会
ฌݧࢼݿ஍　ਢ౻　݈Ұ

໺Դ୮ɾۚฏ౶૲ޅ
ʢΩπωϊϘλϯʣ

ాാͷ૲
͙͘͞͞
छ
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೶研۝　ߏػभԭೄ೶ۀ研究ηϯλʔ
஍Ҭઓུ෦ʢཹٱถʣ
ԭଜ　੣

͸͡Ίʹ

イチΰはڙࢠから大人まで޿く޷ま
れる果物である。日ຊでは，生産ஈ
֊では野菜としてѻうが，植物分類
面でも果थにۙく，ྲྀ通・ফඅ分野
では果物としてѻう。全国のԷചࢢ
場の取ѻֹۚは໿ 1
��0 ԯԁ（2019
年）で，園ܳ඼目の中ではトマトや
Ωュウリ，ミΧン，リンΰなどを上ճ
る重ཁな園ܳ作物の一つになってい
る。全国の作෇面ੵは �
110IB，ऩ
֭ྔは 1��
200U（2019 年農ྛਫ産
ল౷ܭ）である。現在の࠿ഓイチΰ

（F r ag ar i a º an an as s a）は，1� 世紀中
頃にオランダで作出された，ೆアϝリ
Χ大཮੢ւݪ؛産の野生種チリーイチ
ΰ（F .  c h i lo en s i s ）とアϝリΧ合ऺ国
౦部ݪ産の野生種バーδχアナイチΰ

（F .  v i r g i n i an a）との種間雑種に起ݯす
る。日ຊにはށߐ時代末期に఻えられ
たが，ຊ格的に導入されたのは明࣏時
代に入ってからである。日ຊでの育種
は，1�99（明࣏ �2）年に新宿植物御
ԓ（当時はࣨߖの御ྉԓ）で෱Ӌҳ
人ࢯによってフランス඼種ʮ(eOeSBM 

DIBO[Zʯの実生からʮ෱Ӌʯ（ਤ �1）
が育成されたのに始まる。イチΰは
19�0 年代までは � ʙ � 月に৯べるق
અ的果物であったが，࠿ഓٕज़の開発
と඼種の改ྑが進み，現在では΄ぼ周
年څڙが可能になっている。

ຊߘでは，イチΰのجຊ特性およͼ
作型の変ભと特௃について解આする。

���ੜҭͷಛੑ

イチΰは宿根性多年生草ຊで，࢛ق
に応じて茎௖のػ能を変化さͤなが
ら，ӫཆ生長と生殖生長をߦっている。
植物体は葉部・ף部（クラウン）・根
部からなる。

自વ৚݅Լでは，春，果実ऩ֭のલ
後からランナーとגࢠが発生し，9 月
までଓく。ळޱの୹日௿Թによって，

ランナーの発生が止まるとともに，主
茎の௖芽から生殖生長にస׵し始め，
やがて花芽分化期をܴえる。これ以߱，
新生葉はᛙখとなり，葉ฑも୹くな
り，ג全体がᛙ化しٳ຾に入る。そし
て，ཌ春の長日高Թによって花芽が発
達し，葉ฑも長くなり，஍Ҭによって
異なるが，おおむͶ � ʙ � 月に開花期，
� ʙ � 月に成熟期をܴえる（ਤ �2）。

���Ֆժ෼Խಛੑ

イチΰはԹ度・日長に対する花成൓
応から，一ق成り性と࢛ق成り性に大
別できる。

 一ق成り性イチΰは௿Թと୹日が
花成をଅ進するが，ある限界以Լの௿
Թでは日長に関܎なく花成が進む。ٯ
に，ある限界以上の高Թでは，日長が

Πνΰͷܕ࡞ͷมભとಛ௃

ਤ ��　෱Ӌ
図−1 福⽻

ਤ ��　Թஆ஍ʹ͓͚ΔΠνΰͷൃҭपظ

気
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図－2　温暖地におけるイチゴの発育周期
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イチΰはڙࢠから大人まで޿く޷ま
れる果物である。日ຊでは，生産ஈ
֊では野菜としてѻうが，植物分類
面でも果थにۙく，ྲྀ通・ফඅ分野
では果物としてѻう。全国のԷചࢢ
場の取ѻֹۚは໿ 1
��0 ԯԁ（2019
年）で，園ܳ඼目の中ではトマトや
Ωュウリ，ミΧン，リンΰなどを上ճ
る重ཁな園ܳ作物の一つになってい
る。全国の作෇面ੵは �
110IB，ऩ
֭ྔは 1��
200U（2019 年農ྛਫ産
ল౷ܭ）である。現在の࠿ഓイチΰ

（F r ag ar i a º an an as s a）は，1� 世紀中
頃にオランダで作出された，ೆアϝリ
Χ大཮੢ւݪ؛産の野生種チリーイチ
ΰ（F .  c h i lo en s i s ）とアϝリΧ合ऺ国
౦部ݪ産の野生種バーδχアナイチΰ

（F .  v i r g i n i an a）との種間雑種に起ݯす
る。日ຊにはށߐ時代末期に఻えられ
たが，ຊ格的に導入されたのは明࣏時
代に入ってからである。日ຊでの育種
は，1�99（明࣏ �2）年に新宿植物御
ԓ（当時はࣨߖの御ྉԓ）で෱Ӌҳ
人ࢯによってフランス඼種ʮ(eOeSBM 

DIBO[Zʯの実生からʮ෱Ӌʯ（ਤ �1）
が育成されたのに始まる。イチΰは
19�0 年代までは � ʙ � 月に৯べるق
અ的果物であったが，࠿ഓٕज़の開発
と඼種の改ྑが進み，現在では΄ぼ周
年څڙが可能になっている。

ຊߘでは，イチΰのجຊ特性およͼ
作型の変ભと特௃について解આする。

���ੜҭͷಛੑ

イチΰは宿根性多年生草ຊで，࢛ق
に応じて茎௖のػ能を変化さͤなが
ら，ӫཆ生長と生殖生長をߦっている。
植物体は葉部・ף部（クラウン）・根
部からなる。

自વ৚݅Լでは，春，果実ऩ֭のલ
後からランナーとגࢠが発生し，9 月
までଓく。ळޱの୹日௿Թによって，

ランナーの発生が止まるとともに，主
茎の௖芽から生殖生長にస׵し始め，
やがて花芽分化期をܴえる。これ以߱，
新生葉はᛙখとなり，葉ฑも୹くな
り，ג全体がᛙ化しٳ຾に入る。そし
て，ཌ春の長日高Թによって花芽が発
達し，葉ฑも長くなり，஍Ҭによって
異なるが，おおむͶ � ʙ � 月に開花期，
� ʙ � 月に成熟期をܴえる（ਤ �2）。

���Ֆժ෼Խಛੑ

イチΰはԹ度・日長に対する花成൓
応から，一ق成り性と࢛ق成り性に大
別できる。

 一ق成り性イチΰは௿Թと୹日が
花成をଅ進するが，ある限界以Լの௿
Թでは日長に関܎なく花成が進む。ٯ
に，ある限界以上の高Թでは，日長が

Πνΰͷܕ࡞ͷมભとಛ௃
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どうであれ花成は始まらない。඼種に
よりいくらか異なるが，多くの඼種は
�ˆ以ԼでおおむͶٳ຾し，花成もఀ
止している。� ʙ 1�ˆでは日長に関
なく花芽を分化し，໿܎ 2�ˆ以上に
なると日長に関܎なく，つまり日長が
いくら୹くても花芽を分化しない。花
芽分化の限界Թ度は 2�ˆとしている
が，実ࡍは඼種によって 22 ʙ 2�ˆと
異なり，ळのԹ度としては 1 Χ月以上
の෯がある。一方，࢛ق成り性イチΰ
は，長日によって花成がଅ進される。

ͷมભܕ࡞���

わが国はقઅ෩の影響で࢛قがはっ
きりしており，年間のؾԹࠩが大きく，
自વ৚݅で一ق成り性イチΰの果実を
生産できるのは൩ळおよͼ初春から初
Նにか͚ての 1 ʙ 2 か月に過͗ない。
このようにऩ֭期間が୹いわが国でऩ
֭をૣめて長期間にわたって生産する
ために多様な作型が開発されてきた。

一方，世界の多くの஍Ҭでは自વ৚
݅で果実生産にదする時期に࠿ഓさ
れ，قઅによって生産஍が移動してい
る。また，あるいは஍中ւԊ؛஍Ҭや
アϝリΧのΧリフΥルχアभでは年間
を通じてԹஆで，長期間生産されてい
る。このため，作型は΄ぼわが国ಠ自
の֓念である。現在，イチΰで作型ま
たはそれに類ࣅした࠿ഓ体ܥが発達し
ているのは，わが国をはじめとする౦
アδアと，オランダ，ϕルΪーといっ

たヨーロッύの一部の஍Ҭである（ࢪ
ࢁ 2010）。

わが国にお͚る最初の作型分化は明
࣏時代末期に੩Ԭٱݝ能஍۠で始まっ
たੴ֞を利用したଅ成࠿ഓである。当
初はւ؛のۄੴでੴ֞をߏஙしたが，
ত࿨元（192�）年頃からコンクリー
トにస׵された。඼種はʮ7iDUoSiBʯ，

ʮ෱Ӌʯ౳が用いられた。� 月Լ०頃
にԾ植し，9 月Լ०ʙ 10 月上०に定
植し，ऩ֭は 12 ʙ � 月までߦい，ശ
٧めされて出ՙされた（ੴ௩ 19�0）。
その後，۽୔が 19�0 年代に野菜の作
型の֓念をఏ起したが，その当時のイ
チΰの作型はද �1 のࣔすとおりであ
る。今日のように作型分化が進んだ
のは，19�1 年に農業用プラスチック
が開発され，อԹԼでの経済࠿ഓが
可能になったことが大きな誘Ҽであ
る。19�0 年代にトンネル࠿ഓが試み
られ，その後Ϗχールϋウスを利用し
た半ଅ成࠿ഓが֤஍にී及し，19�0
ʙ 1970 年代には半ଅ成࠿ഓの生産҆
定化をਤるためにٳ຾打ഁٕज़がਫ਼
ྗ的に研究された（加౻ 19��ʀ౻ຊ
1971）。その後඼種と࠿ഓٕज़の開発
により作型は変ભし，19�0 年代後半
には現在の主ཁ作型のݪ型が֬立され
た（ද �2）。現在，౦๺஍方や๺ւಓ
を中心としたפ高ྫྷ஍でՆळどり࠿ഓ

が֬立されつつあり，ଅ成࠿ഓとՆळ
どり࠿ഓの 2 つの作型により周年生
産が΄ぼ達成されている。

���Πνΰͷٳ຾ͱܕ࡞

 イチΰは通常，୹日・௿Թ৚݅Լ
でٳ຾を開始し，その過程で花芽を分
化さͤるとともに，次ୈにٳ຾をਂめ
ていき，11 月頃にٳ຾は最もਂくな
る。ٳ຾中にגはᛙ化し，ෆྑڥ؀へ
の଱性がڧまった状態にあるが，やが
て๚れる春にඋえてٳ຾を打ഁしてお
く必ཁがある。

ද��　����೥୅ͷܕ࡞ͱ඼छ

作型 収穫期 品種 主産地

促成栽培
12～3月

2～3月

福羽

ビクトリア
暖地

早熟栽培 4～6月
アメリカ、大正

ダービー、宮崎

暖地

近郊地

水田裏作 5～6月
アメリカ、

砂糖（幸玉）
東海以西

晩採栽培 6～7月 各種 暖地山間部

熊沢・阿部 1956

表－1　1950年代の作型と品種 ද��　����೥୅ޙ൒ͷܕ࡞

作型 作型呼称 定植期 収穫期 備考

電照加温促成 9中～下 11中～6上 ジベレリン処理，ポット育苗

電照促成

加温促成
9上～下 11下～6中 高冷地育苗，短日処理，低温処理

促成 9上～下 11下～5下

電照加温半促成 10上～中 2中～5下 マルチ

電照加温半促成

株冷半促成

半促成 10上～12上 1下～6上 高冷地育苗

早熟 トンネル早熟 9中～10下 4上～6中 遮光

露地 10上～下 5上～6下

夏秋どり 4上～6下 7上～11下 中山間地，四季成り

抑制 抑制 8下～9中 10上～12下 長期株冷

野菜･茶業試験場（1989）より作成，温暖地中心

表－2　1980年代後半の作型　　　　　

普通

10上～12上 1下～5下 ジベレリン処理，遮光

促成

半促成

ද��　Πνΰ඼छͷٳ຾ಛੑʢԭଜ�����ʣ

品種 低温要求量

福羽 ほとんど要しない

はるのか 40

とよのか 50～100

アスカルビー 100

さちのか 150～200

愛ベリー 200

女峰 200

あかねっ娘 200

とちおとめ 200

濃姫 250

宝交早生 400～500

ダナー 500～600

盛岡16号 750～1000

けんたろう 1000

北の輝 1000～1250

注）5℃以下の低温遭遇時間数

表－3　イチゴ品種の休眠特性（沖村 2003）
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຾打ഁには，௿Թにૺ۰することٳ
が必ཁである。ٳ຾ཁྔٻは，一般に
�ˆ以Լの௿Թのੵ۰ૺࢉ時間でදさ
れる。௿Թཁྔٻは඼種によって異な
り，ٳ຾のઙ（୹）い඼種では 100
時間程度，ਂ（長）い඼種では 1000
時間程度となる（ද ຾打ഁ後ٳ。（��
はԹ度上ঢとともに草੎がճ෮し，開
花・݁実をして � ʙ � 月にऩ֭をܴ
える。

こうしたイチΰのجຊ的な生理生態
である，花芽分化とٳ຾を人ҝ的にコ
ントロールすることで，ऩ֭時期や࠿
ഓ方๏が異なる֤種作型が開発されて
いる（ਤ ��，ද ��）。

ͷಛ௃ܕ࡞֤���

イチΰの作型のݺশや֓念は時代に
より多গ変化しているが，ݪଇ的には
ଅ成࠿ഓ，半ଅ成࠿ഓ，ૣ熟࠿ഓ，ී
通࠿ഓ，抑制࠿ഓとݺばれてきた。ۙ
年のʮՆळどり࠿ഓʯはऩ֭時期でݺ
ばれており，このݪଇからはずれてい
るが，現在の一般的なݺশにैってʮՆ
ळどり࠿ഓʯとݺͿことにする。

�
�ଅ੒࠿ഓ

わが国の全生産ྔの 90ˋ以上を占

める中心作型である。ٳ຾がਂくなっ
てᛙ化するલのʮ半ٳ຾ʯの状態をҡ
࣋し，年内よりऩ֭をߦう。Թஆ஍や
ஆ஍のؾ候にదし，ٳ຾のઙい඼種を
利用する。9 月上中०に定植した後，
10 月Լ०にอԹおよͼ加Թを開始す
ることでٳ຾を抑制し，半ٳ຾状態で
ऩ֭をଓ͚る。ٳ຾抑制の手ஈとして，
ిরやδϕϨリンॲ理もߦわれる。

また，後ड़するように花芽分化ଅ進
ॲ理によりऩ֭開始時期をૣめること
が可能で，高୯価期の出ՙを目的とし
たૣ期出ՙ作型が֬立されている。
花芽分化促進技術

ଅ成࠿ഓでは一般にૣ生඼種が利用
される。ૣ 生性はҨ఻的特性であるが，
ഓ৚݅でも変化するため，൩生඼種࠿
を育බٕज़によってૣ生඼種ฒみにૣ
く開花さͤることも可能である（৿Լ
ら 1991）。通常，これを花芽分化ଅ
進とݺͼ，ଅ成࠿ഓではこれまでに
様々な花芽分化ଅ進ٕज़が開発され，
ऩ֭期のલ進がਤられてきた。花芽分
化ଅ進ٕज़には，୹日ॲ理，௿Թॲ理，
ःޫॲ理，ࢁ上͛育බ，அ根ॲ理，ϙッ
ト育බなどがある。多くの場合はこれ
らを૊み合わͤて利用するが，その中
心となるのは୹日໷ྫྷॲ理（໷ྫྷ）と，
௿Թ҉ࠇॲ理（ྫྷג）である。୹日

໷ྫྷॲ理では，日中の � ʙ 9 時間だ
͚ޫに当て，໷間 1� ʙ 1�ˆを 1� ʙ
20 日間ଓ͚るが，ன間にג෇ۙのԹ
度が上がりす͗ると分化が஗くなる
ので，ःޫなどによりԹ度の上ঢを
防ぐ。また，௿Թ҉ࠇॲ理では，12
ʙ 1�ˆྫྷଂを 1� ʙ 20 日間実ࢪする
が，్中で 1 ʙ 2 ճྫྷଂࣨから出し
てཅޫに当てたり，ࣨ内でޫܬ౮に 1
日 � 時間当てたりして，גのফ໣を
ճආする。いずれのॲ理でも，花芽
分化の予定時期より �0 ʙ �0 日લに
஠ૉࢪ用を打ち੾って，ג内の஠ૉ
ೱ度を௿めておくと，一૚花芽分化
がૣくなる。

�
�൒ଅ੒࠿ഓ

一度ٳ຾さͤた後，ٳ຾֮੧్中か
らอԹをߦい，2 ʙ � 月にऩ֭を開始
する作型である。๺関౦以๺の高ྫྷ஍
で，ଅ成࠿ഓよりٳ຾がਂい඼種を利
用して࠿ഓされている。9 月Լ०に定
植したגは一度ٳ຾状態になるが，自
વ௿Թを経過することによりٳ຾は打
ഁされる。อԹ開始時期は 12 月中Լ
०で，�ˆ以Լのੵ۰ૺࢉ時間が �00
ʙ �00 時間を目҆にする。これより
ૣくอԹすると茎葉はᛙ化し，஗す͗
ると茎葉がԢ盛になりす͗，いずれの
場合もऩྔがগなくなる。

なお，౦๺஍方のྫྷפ஍では，ٳ
຾打ഁを意識的に஗らͤ，2 月͝ろよ
りอԹを開始する௿ԹΧット࠿ഓが
຾֮੧状態の೺Ѳٳ。われているߦ
と，อԹ開始時期のܾ定がϙイント
となる。

ਤ ��　Πνΰͷ֤ܕ࡞ͱٳ຾ʢ໛ࣜਤʣ
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຾打ഁには，௿Թにૺ۰することٳ
が必ཁである。ٳ຾ཁྔٻは，一般に
�ˆ以Լの௿Թのੵ۰ૺࢉ時間でදさ
れる。௿Թཁྔٻは඼種によって異な
り，ٳ຾のઙ（୹）い඼種では 100
時間程度，ਂ（長）い඼種では 1000
時間程度となる（ද ຾打ഁ後ٳ。（��
はԹ度上ঢとともに草੎がճ෮し，開
花・݁実をして � ʙ � 月にऩ֭をܴ
える。

こうしたイチΰのجຊ的な生理生態
である，花芽分化とٳ຾を人ҝ的にコ
ントロールすることで，ऩ֭時期や࠿
ഓ方๏が異なる֤種作型が開発されて
いる（ਤ ��，ද ��）。

ͷಛ௃ܕ࡞֤���

イチΰの作型のݺশや֓念は時代に
より多গ変化しているが，ݪଇ的には
ଅ成࠿ഓ，半ଅ成࠿ഓ，ૣ熟࠿ഓ，ී
通࠿ഓ，抑制࠿ഓとݺばれてきた。ۙ
年のʮՆळどり࠿ഓʯはऩ֭時期でݺ
ばれており，このݪଇからはずれてい
るが，現在の一般的なݺশにैってʮՆ
ळどり࠿ഓʯとݺͿことにする。

�
�ଅ੒࠿ഓ

わが国の全生産ྔの 90ˋ以上を占

める中心作型である。ٳ຾がਂくなっ
てᛙ化するલのʮ半ٳ຾ʯの状態をҡ
࣋し，年内よりऩ֭をߦう。Թஆ஍や
ஆ஍のؾ候にదし，ٳ຾のઙい඼種を
利用する。9 月上中०に定植した後，
10 月Լ०にอԹおよͼ加Թを開始す
ることでٳ຾を抑制し，半ٳ຾状態で
ऩ֭をଓ͚る。ٳ຾抑制の手ஈとして，
ిরやδϕϨリンॲ理もߦわれる。

また，後ड़するように花芽分化ଅ進
ॲ理によりऩ֭開始時期をૣめること
が可能で，高୯価期の出ՙを目的とし
たૣ期出ՙ作型が֬立されている。
花芽分化促進技術

ଅ成࠿ഓでは一般にૣ生඼種が利用
される。ૣ 生性はҨ఻的特性であるが，
ഓ৚݅でも変化するため，൩生඼種࠿
を育බٕज़によってૣ生඼種ฒみにૣ
く開花さͤることも可能である（৿Լ
ら 1991）。通常，これを花芽分化ଅ
進とݺͼ，ଅ成࠿ഓではこれまでに
様々な花芽分化ଅ進ٕज़が開発され，
ऩ֭期のલ進がਤられてきた。花芽分
化ଅ進ٕज़には，୹日ॲ理，௿Թॲ理，
ःޫॲ理，ࢁ上͛育බ，அ根ॲ理，ϙッ
ト育බなどがある。多くの場合はこれ
らを૊み合わͤて利用するが，その中
心となるのは୹日໷ྫྷॲ理（໷ྫྷ）と，
௿Թ҉ࠇॲ理（ྫྷג）である。୹日

໷ྫྷॲ理では，日中の � ʙ 9 時間だ
͚ޫに当て，໷間 1� ʙ 1�ˆを 1� ʙ
20 日間ଓ͚るが，ன間にג෇ۙのԹ
度が上がりす͗ると分化が஗くなる
ので，ःޫなどによりԹ度の上ঢを
防ぐ。また，௿Թ҉ࠇॲ理では，12
ʙ 1�ˆྫྷଂを 1� ʙ 20 日間実ࢪする
が，్中で 1 ʙ 2 ճྫྷଂࣨから出し
てཅޫに当てたり，ࣨ内でޫܬ౮に 1
日 � 時間当てたりして，גのফ໣を
ճආする。いずれのॲ理でも，花芽
分化の予定時期より �0 ʙ �0 日લに
஠ૉࢪ用を打ち੾って，ג内の஠ૉ
ೱ度を௿めておくと，一૚花芽分化
がૣくなる。

�
�൒ଅ੒࠿ഓ

一度ٳ຾さͤた後，ٳ຾֮੧్中か
らอԹをߦい，2 ʙ � 月にऩ֭を開始
する作型である。๺関౦以๺の高ྫྷ஍
で，ଅ成࠿ഓよりٳ຾がਂい඼種を利
用して࠿ഓされている。9 月Լ०に定
植したגは一度ٳ຾状態になるが，自
વ௿Թを経過することによりٳ຾は打
ഁされる。อԹ開始時期は 12 月中Լ
०で，�ˆ以Լのੵ۰ૺࢉ時間が �00
ʙ �00 時間を目҆にする。これより
ૣくอԹすると茎葉はᛙ化し，஗す͗
ると茎葉がԢ盛になりす͗，いずれの
場合もऩྔがগなくなる。

なお，౦๺஍方のྫྷפ஍では，ٳ
຾打ഁを意識的に஗らͤ，2 月͝ろよ
りอԹを開始する௿ԹΧット࠿ഓが
຾֮੧状態の೺Ѳٳ。われているߦ
と，อԹ開始時期のܾ定がϙイント
となる。

ਤ ��　Πνΰͷ֤ܕ࡞ͱٳ຾ʢ໛ࣜਤʣ
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�
�ૣख़࠿ഓ

トンネルまたはϋウスによるඃ覆࠿
ഓで，࿐஍࠿ഓより 1 か月程度ऩ֭
をૣめることができるが，トンネルは

؅理が面౗であり，ऩྔもগない。現
在，࠿ഓは΄とんどߦわれていない。

�
�཈੍࠿ഓ

，຾状態にあるබをྫྷଂしておきٳ

必ཁに応じて出ݿし，定植する方๏で
ある。イチΰの生産ྔのগない時期
に出ՙすることが可能で，� ʙ 11 月
に育බした大බをྫྷଂݿにஷଂしてお
き，� 月Լ०に定植して 9 ʙ 12 月に

ද��　����೥୅ޙ൒ͷܕ࡞

作型 地域 定植期 収穫期 現在の作型呼称 備考

寒地 8下～9上 11上～6中 加温促成 短日夜冷処理，加温

8中～9上
11中～1下，

3中～6上
夏期短日促成 短日処理，保温，青森県

8下 11上～5下 超促成 短日夜冷処理，加温

9上～中 12上～6上 促成，普通促成，ポット育苗 加温

8中
10中～12下

4中～5下
促成

短日夜冷，保温，

秋春2回どり，山形県

8下 1上～6中 ハウス無加温促成 保温

8下～9上 11上～5下

促成Ⅰ･Ⅱ型，早出し促成，高冷地，株

冷蔵，促成山上げ，山上げ促成，夜冷促

成，低温暗黒促成，超促成，促成11月ど

り，暗黒低温，夜冷育苗，促成早出し，

促成夜冷育苗

短日夜冷処理，低温暗黒処理，山上

げ，加温

9中～下 11下～5中
促成，ポット育苗，促成12月どり，促成

ポット育苗，電照促成
加温

9上～中 11中～5下

超促成，夜冷促成，早期作型，中山間超

促成，夜冷Ⅰ･Ⅱ型，夜冷短日育苗，低

温処理育苗

短日夜冷，低温暗黒，加温

9中～下 12上～6上
促成，無冷促成，普通作型，普通ポット

促成，普通ポット育苗，ポット育苗
加温

8下 2下～6中 加温半促成 加温

8中 5下～6中 無加温半促成 保温

1下～6上 加温+電照半促成 加温

2中～6上 無加温+GA半促成，無加温半促成 保温

4上～6上 低温カット 保温

2中～6上 電照半促成 保温

3上～6上 普通半促成 保温

3下～6上 電照半促成，半促成 保温

2下～6上 半促成，（ハウス早熟）

寒地 8下 6中～下 トンネル早熟

寒冷地 9中～下 4下～6中 ハウス早熟 保温

寒地 8下 6下～7中 露地

寒冷地 9上～9下 6上～7上 露地，露地普通

温暖地 9下～10下 5中～6中 露地，普通，トンネル雨よけ

8下 9中～12中 長期株冷 株冷蔵（12中～8下），保温

5中 7上～8上 短期株冷 株冷蔵（12上～5下），保温

温暖地 9上
10下～11下

4上～5下
二期どり

株冷蔵（12上～9上），保温，福井県

4上～5下 6下～11上 土耕春植え夏秋どり 保温

8下～10上 6上～ 土耕秋植え夏秋どり 保温

3中～下 6中～11上 高設夏秋どり 保温

3下～5上 6中～12中 夏秋どり，ハウス春定植 冷蔵苗

10上 6上～12中 夏秋どり，ハウス秋定植

4上 6上～翌年8下 周年栽培 宮城県

10上
12中～翌々年2

下
周年栽培 宮城県

温暖地 4中 7上～11下 夏秋どり 高冷地，中山間地

暖地 4上～5上 6下～12下 夏秋どり 中山間地，高標高地

野菜茶業研究所（2010）より作成

寒冷地

9上

10上温暖地

寒冷地

寒地

表－4　2000年代後半の作型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

普通

（四季成

り）

促成

半促成

早熟

普通

抑制

寒冷地

9下

寒冷地

温暖地

暖地

寒地
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ऩ֭する。その後，自વ௿Թにૺ۰さ
ͤ，2 ʙ � 月に࠶ͼอԹすることによ
り，� ʙ � 月に 2 ճ目のऩ֭をܴえる
ことができる。高Թ期の࠿ഓのため，
果重や඼࣭が௿Լしやすく，高ྫྷ஍に
దした作型である。ଅ成࠿ഓのऩ֭期
がલ進し，また࢛ق成り性඼種を利用
したՆळどり࠿ഓがී及するに൐っ
て，抑制࠿ഓの優Ґ性がബれ，࠿ഓ面
ੵが減গして現在では΄とんど見られ
なくなっている。

�
�ී௨࠿ഓʢ࿐஍࠿ഓʣ

ഓの発達で，現在はඇ常にগ࠿ઃࢪ
なくなっている。࿐஍࠿ഓではલ年ळ
に花芽分化しても，ؾԹが௿Լしてٳ
຾にブロックされ，またٳ຾から֮め
ても，自વԹ度が十分に上ঢするまで
花芽が発達しない。そのため，Թஆ
஍の場合，開花期は � 月，ऩ֭期は �
ʙ � 月となり，ྫྷפ஍ではそれͧれ �
月，� ʙ 7 月となってしまう。さらに
は，ӽౙ中に十分（過৒）な௿Թにૺ
うため，ٳ຾から׬全に֮੧し，春の
長日・Թஆによってランナーがૣく発
生し始め，ऩ֭期が 1 Χ月と୹くऩ
ྔも上がらない。

�
�ՆळͲΓ࠿ഓ

ق成り性඼種を利用して，Նळق࢛
にऩ֭する作型で，Նྫྷقྋな高ྫྷ஍
やྫྷפ஍で࠿ഓがߦわれている。イチ
ΰの生産ྔのগないՆळ期の出ՙが可
能である。一般に春植え࠿ഓが多く，

લ年の 10 月までに࠾බし，බচまた
はྫྷଂݿでӽౙさͤたබを � 月Լ०
ʙ � 月Լ०に定植し，� ʙ 11 月にऩ
֭する。લ年のळに分化した花๪は草
੎ҡ࣋のためすべてఠ除し，春以߱に
分化した花๪を長期ऩ֭する。ळ植え
ഓはલ年ळにබを定植し，ӽౙさͤ࠿
たגでཌ春から長期間ऩ֭する作型で
あるが，ౙ期間に十分な௿Թにૺ۰し
຾から֮੧しているため，春に草੎ٳ
がڧく草੎ҡ࣋が難しく，Նळ期の果
実඼࣭がྼる。

͓ΘΓʹ

現在，わが国のイチΰの作型は，ଅ
成࠿ഓとՆळどり࠿ഓの 2 つに集໿
されつつある。඼種は生態的特性から，
ळの後半から春までऩ֭するଅ成࠿ഓ
では一ق成り性඼種，初Նからळのલ
半までऩ֭するՆळどり࠿ഓでは࢛ق
成り性඼種が利用されている。しかし
ながら，作型は今後の඼種や࠿ഓٕज़
の開発によって変化するものとߟえら
れる。イチΰはӫཆൟ殖性で一般にラ
ンナー（גࢠ）で増殖するが，ۙ年，
育බのলྗ化と࢛ق成り性の特性を利
用した日長ॲ理による花成制御が可能
な種ࢠൟ殖型඼種ʮよつぼしʯ（৿ら
201�）が育成され，ஆ஍・Թஆ஍で
のଅ成࠿ഓ，פ・高ྫྷ஍でのՆळどり
ഓにおいて҆定生産ٕज़が開発され࠿
ී及しつつある。今後，඼種開発では，
௿Թॲ理ではなく日長ॲ理による花成

制御が可能な࢛ق成り性を༗するଅ成
，ഓ用඼種の育成が期଴される。また࠿
作型開発では，高生産性බのޮ཰的生
産ٕज़と周年ٕڅڙज़の開発による୹
期作型を૊み合わͤた周年҆定生産ٕ
ज़の֬立が๬まれる。

ݙɾҾ༻จߟࢀ
౻ ຊ幸ฏ 1971ɽイチΰ宝ަૣ生の生理生態

特性の解明による新作型開発に関する研
究ɽಸྑ農試特研ใ 1�1�1ɽ

ຊ 多౻༤ 19��ɽイチΰɽ野菜園ܳϋンυブッ
クɽཆݡಊ，QQ��09���9ɽ

ੴ ௩ɹ߂ 19�0� ෱Ӌイチΰのཅ೤࠿ഓɽ農
業及ͼ園ܳ �	�

 107��10�1ɽ

加 ౻ɹত 19��ɽ半ଅ成イチΰのૣ熟化に関
する研究ɽ（ୈ 1 ใ）トンネルイチΰのඃ
覆時期についてɽಢ木農試研ใ �
 ����0ɽ

উ ຢ޿ଠ࿠ 197�ɽオランダイチΰの起ݯと
発達ɽ農業及ͼ園ܳ ��	9

 111��1117ɽ

࿠ 19��ɽ作型の分化ɽ改ஶ・૯合᤟ࡾ୔ ۽
菜園֤ܳ࿦，ཆݡಊ，QQ�1��1�ɽ

๬ 月ཾ໵ 200�ɽイチΰɽ新ฤ野菜園ܳϋン
υブックɽཆݡಊ，QQ��1����0�

৿ Լণࢁ・ࡾ઒理 1991ɽ一ق成り性イチΰ
の୹日௿Թॲ理に対する感ड性の඼種間ࠩ
異ɽ園学雑 �0	�

 ��9����ɽ

৿ ɹ利थら 201�ɽڞ同育種によるイチΰ種
ൟ殖型඼種ࢠ b よつぼし ` の開発ɽ園学研 
1�	�
，�09��1�ɽ

৫ ా ໻ࡾ࿠ 201�ɽ࠿ഓイチΰの起ݯと来ྺɽ
イチΰ大事యɽ農จڠ，QQ�111��1117ɽ 

ԭ ଜɹ੣ 200�ɽイチΰˍ࠿ഓٕज़ૣわかりɽ
（ࣾ）全国農業ී及ڠ会 QQ�7��79ɽ 

紀உ 2010ɽ日ຊのイチΰɽ作型の分化ࢁ ࢪ
と発達ɽཆݡಊ，QQ�19�2�ɽ 

野 菜・஡業試ݧ場 19�9ɽ野菜の種類別作型
一ཡ（1990 年度൛）ɽ野菜・஡業試ݧ場研
究ࢿྉୈ 2 ߸，27�29ɽ

野 菜஡業研究所 2010ɽ野菜の種類別作型一
ཡ（2009 年度൛）ɽ農研ߏػ野菜஡業研究
所研究ࢿྉୈ � ߸，10��11�ɽ
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紀உ 2010ɽ日ຊのイチΰɽ作型の分化ࢁ ࢪ
と発達ɽཆݡಊ，QQ�19�2�ɽ 

野 菜・஡業試ݧ場 19�9ɽ野菜の種類別作型
一ཡ（1990 年度൛）ɽ野菜・஡業試ݧ場研
究ࢿྉୈ 2 ߸，27�29ɽ

野 菜஡業研究所 2010ɽ野菜の種類別作型一
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੺ᖒɿԬݝࢁೆ෦ͷਫҴాס௚೻࠿ഓะ৔Ͱൃੜͨ͠ίΰϝΧθΫα　1�

ɹE r ag r o s ti s  j ap o n i c a 	5IVOb�
 5SiO�ɹイネ科スζϝΨϠଐ
ɹ植調Ԭࢁ研究ηンターでは，現஍圃場で発生したイネ科雑草（ਤ
�1）の草種同定と防除についての問い合わͤを 201� 年 9 月にड
͚た。֤種ਤ鑑などからʮコΰϝΧθクαʯであることを֬認し，
その後，現஍（Ԭݝࢁઙޫۚࢢޱொ）での調ࠪ，およͼ生育と防
除に関する予උ試ݧ（Ӎよ͚ϋウス内でのখن模ϙット試ݧ）を
の一部は日ຊ雑草学会ୈࠂった。なお，ຊใߦ �9 ճ大会におい
て発දした（੺ᖒら 2020）。草種同定およͼ৘ใऩ集をߦうに
当たり，ઙҪ元࿕ࢯ（農研ߏػ౦๺農業研究ηンター），৿ా߂
඙ࢯ（植調ڠ会事業ਪ進ҕһ），ᢛޠ༃༸ࢯ（植調ڠ会ٕज़ސ問）
には格ஈの͝ྗڠをいただきました。この場をおआりして御ྱを
ਃし上͛ます。
■分布
ɹ日ຊのϨッυσータࡧݕシスςムによると，関౦ʙۙـ中国࢛
国஍Ҭの 2 ෎ 1� 。定されているࢦዧ種にةでઈ໓種ʙ४ઈ໓ݝ
লϨッυリストڥ؀ 2020 にはࡌܝがないが，Ԭݝࢁ൛Ϩッυσー
タブック 2020 では४ઈ໓ةዧ種とされている。Ԭࢁ大学農業生
物研究所のඪຊ目࿥にはԬݝࢁのଞに߳઒，愛ඤ，種ࢠౡ，ؖ国
での࠾取がه࿥されており，また農業ٕڥ؀ज़研究所のඪຊ目࿥
には޿ౡでの࠾取がه࿥されている。
■形態
ɹਫҴの出ึ期頃に઱やかなࢵߚ色のึを出し，草ৎは最大
120DN 程度でਫҴよりも高くなる（ਤ �2"）。ึ長は最大 �0DN
程度で，多くのখึがີ生する（ਤ �2#）。ਫҴの成熟期頃にな
ると大きく౗෬する（ਤ �2C）ため，ີ生している場合にはऩ֭
作業にࢧ障が生じる。
ɹ発生初期の形態的特௃として，ୈ 1 葉目は葉先に丸みがあって
ややԣ方向に೾打って৳長し，ୈ 2 葉目はややस形となることを
֬認した（ਤ �2%）。これらの特௃はాס௚೻圃場でよく発生す
るϊϏΤやアθΨϠとは異なるため，発生初期での草種識別は可
能であるとߟえられる。
■雑草としての情報
ɹアδアやアフリΧのݪ産で຀草として利用されていたもの
が，アϝリΧ౳に導入されて雑草化したとされている（+VMiTTB 
2019）。日ຊ国内ではʮܣ൞など，࣪った౔஍に生育する。ຊभ
ではرগだが，ೆ日ຊではී通。ʯとされており（ઙҪ 201�）
 ژ
都෎（ࡔ౦ら 2001）と，۽ຊݝ（ਖ਼元・ߕ൹ 199�ʀೇຊ・ਖ਼元
200�）でใࠂ事ྫがある。

■発生環境
ɹԬݝࢁઙޫۚࢢޱொの耕作農家に
よると，ʮ当֘ਫాはాס௚೻࠿ഓを
໿ �0 年ܧଓしており，࿙ਫが大きく
୷ਫの҆定ҡ࣋が困難になっている。
コΰϝΧθクαは � 年程લから発生
が目立つようになった。ʯとのことで
あった。同農家が耕作しているਫా �
ච（同一஍۠内，ෆ耕起ాס௚೻࠿ഓ）
全てで発生がみられたが，ྡ઀およ
ͼ周辺のਫా（全て移植࠿ഓ）での

発生は֬認できなかった。また，用ਫݯのཷ஑周辺およͼ当֘圃
場までのਫ࿏周辺も୳ࡧしたが，発生は֬認できなかった。
■防除法
ɹ予උ試ݧでは，౔中の種ࢠからは出芽しにくく，୷ਫ状態では出
芽およͼ生育が大きく抑制された。ෆ耕起ాס௚೻࠿ഓを長年ߦっ
て୷ਫҡ࣋が困難な圃場で発生したこと，ྡ઀ؚめ周辺の移植࠿ഓ
圃場では発生がみられなかったことから，代かき実ࢪと୷ਫҡ࣋が
耕種的防除のϙイントであるとߟえられる。
ɹༀ剤による防除については，フΣϊΩシܥ除草剤ϋロΩシϗッ
プによるޮ果が高いというใࠂがある（7� 1SBUBQ 4iOHI et alɽ
2010）。今後，ాס௚೻にお͚る実ূ試ݧが必ཁである。

■参考文献
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2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は ,2020 年 10 月 22 日 ( 木 )～ 23 日 ( 金 )に ,Zoom を用

いた Web 会議において開催された ｡ この検討会には , 試験

場関係者 32 名 ,委託関係者 22 名ほか ,計 66 名の参集を得

て, 裸地管理区分39薬剤(321点), 緑地維持区分1薬剤(2

点 ) について ,試験成績の報告と検討が行われた ｡

その判定結果および使用基準については , 次の判定表に

示す通りである ｡ 

ҕୗݧࢼ൑ఆ݁Ռ

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2020 年度緑地管理関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 裸地管理 (1) 一般

 1 

 
 

２０２０年度緑地管理関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会

は,2020年10月22日(木)～23日(金)に,Zoomを用いたWeb会議

において開催された｡この検討会には,試験場関係者 32 名,委託関

係者22名ほか,計66名の参集を得て, 裸地管理区分39薬剤(321

点), 緑地維持区分1薬剤(2点) について,試験成績の報告と検討

が行われた｡ 

その判定結果および使用基準については,次の判定表に示す通

りである｡

 

 
2020年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.AC-414 顆粒水和 
シクロスルファムロン:66% 
 
 
[BASFジャパン]  

一般/土壌/発生前/一年生広葉・多年生広
葉/2年目 

実 

(従来通

り) 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 

・発生前 

・0.045～0.09g<100～200mL>/㎡ 

・土壌処理 

 

 

2.NP-67 フロアブル 
フルポキサム:42%(w/w) 
 
 
[日本曹達]  

一般/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実)[一年生雑草] 

・発生前 

・0.25～0.5mL<100～200mL>/㎡ 

・土壌処理 

 

 

3.HAT-913 液 
イマザピル:26.7% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

一般/茎葉兼土壌/生育期(樹高1～1.5m)/
雑灌木/2年目 

実 実)[雑灌木] 

・生育期(樹高1.5m以下) 

・1～1.4mL<50～100mL>/㎡ 

・茎葉兼土壌処理 

 

<参考> 

・効果の確認された樹種: 

モミジイチゴ，アオキ，ニセアカシア，アカメガシ

ワ，イヌビワ，ナナカマド，クサギ，ヤマハギ 

 

 

4.テトラピオン 液 
テトラピオン:30.0% 
 
 
[三井化学アグロ] 
 
 

一般/茎葉兼土壌/生育休止期～萌芽期/ク
ズ/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

1�　২ௐ　7PM���
�/P���ʢ����ʣ
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2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討

会は ,2020 年 10 月 22 日 ( 木 )～ 23 日 ( 金 )に ,Zoom を用

いた Web 会議において開催された ｡ この検討会には , 試験

場関係者 32 名 ,委託関係者 22 名ほか ,計 66 名の参集を得

て, 裸地管理区分39薬剤(321点), 緑地維持区分1薬剤(2

点 ) について ,試験成績の報告と検討が行われた ｡

その判定結果および使用基準については , 次の判定表に

示す通りである ｡ 

ҕୗݧࢼ൑ఆ݁Ռ

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

2020 年度緑地管理関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定
A. 裸地管理 (1) 一般

 1 

 
 

２０２０年度緑地管理関係     
  除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

2020 年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会

は,2020年10月22日(木)～23日(金)に,Zoomを用いたWeb会議

において開催された｡この検討会には,試験場関係者 32 名,委託関

係者22名ほか,計66名の参集を得て, 裸地管理区分39薬剤(321

点), 緑地維持区分1薬剤(2点) について,試験成績の報告と検討

が行われた｡ 

その判定結果および使用基準については,次の判定表に示す通

りである｡

 

 
2020年度緑地管理関係除草剤・生育調節剤試験 判定 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.AC-414 顆粒水和 
シクロスルファムロン:66% 
 
 
[BASFジャパン]  

一般/土壌/発生前/一年生広葉・多年生広
葉/2年目 

実 

(従来通

り) 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 

・発生前 

・0.045～0.09g<100～200mL>/㎡ 

・土壌処理 

 

 

2.NP-67 フロアブル 
フルポキサム:42%(w/w) 
 
 
[日本曹達]  

一般/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実)[一年生雑草] 

・発生前 

・0.25～0.5mL<100～200mL>/㎡ 

・土壌処理 

 

 

3.HAT-913 液 
イマザピル:26.7% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

一般/茎葉兼土壌/生育期(樹高1～1.5m)/
雑灌木/2年目 

実 実)[雑灌木] 

・生育期(樹高1.5m以下) 

・1～1.4mL<50～100mL>/㎡ 

・茎葉兼土壌処理 

 

<参考> 

・効果の確認された樹種: 

モミジイチゴ，アオキ，ニセアカシア，アカメガシ

ワ，イヌビワ，ナナカマド，クサギ，ヤマハギ 

 

 

4.テトラピオン 液 
テトラピオン:30.0% 
 
 
[三井化学アグロ] 
 
 

一般/茎葉兼土壌/生育休止期～萌芽期/ク
ズ/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

1�　২ௐ　7PM���
�/P���ʢ����ʣ

 2 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

5.LNS-001 顆粒水和 
フルセトスルフロン:50% 
 
 
[cス・~_£・cス �イオテ
ック] 

一般/土壌/生育休止期～萌芽期/クズ/2年
目 

実・継 実) 
[一年生雑草] 
・発生前 
・0.045～0.06g<100～200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草¦30/m以下) 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
Ă)áĒ剤を¿用する｡ 
 
[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 
・生育初期(草¦20/m以下) 
・0.03～0.06g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
Ă)áĒ剤を¿用する｡ 
 
[クズ] 
・生育期 
・0.06～0.12g<100～200mL>/㎡ 
・茎葉処理 
Ă)áĒ剤を¿用する｡ 
 
・生育休止期～萌芽期 
・0.06～0.1�g<200mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
 
継) 
・一年生雑草生育期(草¦30～50/m)での効果の確認 
・一年生雑草発生前の薬Ľ0.12g，0.1�gでの効果の確認 
・一年生雑草生育期の薬Ľ0.1�gでの効果の確認 
・一年生，多年生広葉雑草生育初期の薬Ľ0.1�gでの効果
の確認 
・クズ生育期の薬Ľ0.1�gでの効果の確認 
 

6.�AH-1502 �C 
フロルピラaキシフbン�ン
ジル:2.7% 
 
 
[~�ポン・�ロzクシ�ン・
アグ�サイcンス 
za・アグロサイcンス日本]  
 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

7.��A-2001 液 
グル�シ�£ト:1�.5% 
 
 
[�o; Co5793825g]  
  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

[多年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生雑草，多年生雑草生育期での効果の年次

ÖÂの確認 

・スギナ生育期にßする効果の確認 

 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/多年
生・スギナ/初年目 

A. 裸地管理 (1) 一般

����೥౓྘஍؅ཧؔ܎আ૲ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　1�
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A. 裸地管理 (1) 一般

 3 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

�.L�"-$02 液 
グル�シ�£ト:1�.5% 
 
 
[ハ£ト]  
  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

[多年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生雑草，多年生雑草生育期での効果の年次

ÖÂの確認 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/多年生
/初年目 

9.NP-65 液 
ト�ラメxン:3.6% 
 
 
[日本曹達]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/2年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.3mL<100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・薬Ľ0.15mL/㎡処理での効果の確認 

10.SH-19 液 
 CPAナト�aムÔ:19.5% 
 
 
[ハ£ト]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.4～0.6mL<70～100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ生育

期での効果の年次ÖÂの確認 

 

 

 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.��-149 粒 
�キサジ�ン:1.0% 
�BN:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

実・継 

 

 

実) 
[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育期(草¦40/m以下) 
・ 20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
・チガヤには効果がÀる 
 
継) 
・薬Ľ15gの生育期処理での効果の確認 
・多年生イ�Ė雑草(チガヤ)にßする効果の年次
ÖÂの確認 

 3 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

�.L�"-$02 液 
グル�シ�£ト:1�.5% 
 
 
[ハ£ト]  
  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

[多年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生雑草，多年生雑草生育期での効果の年次

ÖÂの確認 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/多年生
/初年目 

9.NP-65 液 
ト�ラメxン:3.6% 
 
 
[日本曹達]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/2年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.3mL<100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・薬Ľ0.15mL/㎡処理での効果の確認 

10.SH-19 液 
 CPAナト�aムÔ:19.5% 
 
 
[ハ£ト]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.4～0.6mL<70～100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ生育

期での効果の年次ÖÂの確認 

 

 

 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.��-149 粒 
�キサジ�ン:1.0% 
�BN:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

実・継 

 

 

実) 
[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育期(草¦40/m以下) 
・ 20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
・チガヤには効果がÀる 
 
継) 
・薬Ľ15gの生育期処理での効果の確認 
・多年生イ�Ė雑草(チガヤ)にßする効果の年次
ÖÂの確認 

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝
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A. 裸地管理 (1) 一般

 3 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

�.L�"-$02 液 
グル�シ�£ト:1�.5% 
 
 
[ハ£ト]  
  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

[多年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生雑草，多年生雑草生育期での効果の年次

ÖÂの確認 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/多年生
/初年目 

9.NP-65 液 
ト�ラメxン:3.6% 
 
 
[日本曹達]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/2年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.3mL<100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・薬Ľ0.15mL/㎡処理での効果の確認 

10.SH-19 液 
 CPAナト�aムÔ:19.5% 
 
 
[ハ£ト]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.4～0.6mL<70～100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ生育

期での効果の年次ÖÂの確認 

 

 

 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.��-149 粒 
�キサジ�ン:1.0% 
�BN:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

実・継 

 

 

実) 
[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育期(草¦40/m以下) 
・ 20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
・チガヤには効果がÀる 
 
継) 
・薬Ľ15gの生育期処理での効果の確認 
・多年生イ�Ė雑草(チガヤ)にßする効果の年次
ÖÂの確認 

 3 

A.裸地管理 (1)一般    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

�.L�"-$02 液 
グル�シ�£ト:1�.5% 
 
 
[ハ£ト]  
  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.5～1.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

[多年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・1.0～2.0mL<100～200mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生雑草，多年生雑草生育期での効果の年次

ÖÂの確認 

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/多年生
/初年目 

9.NP-65 液 
ト�ラメxン:3.6% 
 
 
[日本曹達]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
/2年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.3mL<100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・薬Ľ0.15mL/㎡処理での効果の確認 

10.SH-19 液 
 CPAナト�aムÔ:19.5% 
 
 
[ハ£ト]  

一般/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・0.4～0.6mL<70～100mL>/㎡ 

・茎葉処理 

 

継) 

・一年生広葉雑草，多年生広葉雑草，スギナ生育

期での効果の年次ÖÂの確認 

 

 

 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

1.��-149 粒 
�キサジ�ン:1.0% 
�BN:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

実・継 

 

 

実) 
[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育期(草¦40/m以下) 
・ 20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
・チガヤには効果がÀる 
 
継) 
・薬Ľ15gの生育期処理での効果の確認 
・多年生イ�Ė雑草(チガヤ)にßする効果の年次
ÖÂの確認 

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝
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A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝

 4 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

2.��-1�4 粒 
シアナジン:2.0% 
テブチaロン:0.�% 
�BN:2.0% 
�C ':4.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

実・継 

 

実)[一年生雑草] 
・発生前 
・5～7.5g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 
・発生前 
・7.5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育初期(草¦20/m以下) 
・10～20g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 
・生育期(草¦40/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継) 
・生育期(草¦30～40/m)の多年生イ�Ė雑草にß
する効果の確認 
 
 

3.HAT-702 粒 
y£�シル:2.0% 
�キサジ�ン:0.�% 
�BN:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/生育初期(草¦20/m以下)/ササ
ņ/2年目 

実 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草¦40/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ササņ] 
・生育初期(草¦20/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ススキ] 
・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 
・10～30g/û 
・û¶処理 
 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド
�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m以下)/スス
キ/2年目 

����೥౓྘஍؅ཧؔ܎আ૲ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　1�



360

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝

 5 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

4.HAT-703 粒 
y£�シル:1.0% 
テブチaロン:1.0% 
�C ':5.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m,ûè30/m
以下)/ススキ/2年目 

実・継 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草¦40/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ススキ] 
・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 
・20～30g/û 
・û¶処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド
�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継)  
・ススキ生育初期での効果の確認(薬Ľ10g，40g/û) 
 

5.HAT-901 粒 
y£�シル:1.5% 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[スギナ] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 30～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ササņ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ススキ] 

・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 

・10～30g/û 

・û¶処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド

�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・スギナ生育期(草¦30～40/m)での薬Ľ20g/㎡の

効果の確認 

 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期(草¦20/m以下)/ササņ/2
年目 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m以下)/ススキ/2
年目 

��　২ௐ　7PM���
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A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝

 5 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

4.HAT-703 粒 
y£�シル:1.0% 
テブチaロン:1.0% 
�C ':5.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m,ûè30/m
以下)/ススキ/2年目 

実・継 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草¦40/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ススキ] 
・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 
・20～30g/û 
・û¶処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド
�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継)  
・ススキ生育初期での効果の確認(薬Ľ10g，40g/û) 
 

5.HAT-901 粒 
y£�シル:1.5% 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[スギナ] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 30～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ササņ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ススキ] 

・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 

・10～30g/û 

・û¶処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド

�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・スギナ生育期(草¦30～40/m)での薬Ľ20g/㎡の

効果の確認 

 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期(草¦20/m以下)/ササņ/2
年目 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m以下)/ススキ/2
年目 

��　২ௐ　7PM���
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 5 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

4.HAT-703 粒 
y£�シル:1.0% 
テブチaロン:1.0% 
�C ':5.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m,ûè30/m
以下)/ススキ/2年目 

実・継 実)[一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～15g/㎡ 
・土壌処理 
 
 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 15～30g/㎡ 
・土壌処理 
 
・生育期(草¦40/m以下) 
・20～40g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ススキ] 
・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 
・20～30g/û 
・û¶処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド
�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継)  
・ススキ生育初期での効果の確認(薬Ľ10g，40g/û) 
 

5.HAT-901 粒 
y£�シル:1.5% 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[スギナ] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 30～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ササņ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[ススキ] 

・生育初期(草¦20/m以下，ûè30/m以下) 

・10～30g/û 

・û¶処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド

�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・スギナ生育期(草¦30～40/m)での薬Ľ20g/㎡の

効果の確認 

 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期(草¦20/m以下)/ササņ/2
年目 

Ýç/û¶/生育初期(草¦20/m以下)/ススキ/2
年目 

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝

 6 

A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

6.HAT-902 粒 
シアナジン:1.0% 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

7.HAT-903 粒 
y£�シル:0.6% 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
�C ':3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・ 生育期(草¦40/m以下) 

・ 20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/2年目 

�.HAT-905 粒 
シアナジン:0.7% 
テブチaロン:0.5% 
�キサジ�ン:0.7% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実・継 実) [一年生雑草] 

・発生前 

・5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生広葉雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[スギナ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・30～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[多年生イ�Ė雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・30～60g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・スギナにßする薬Ľ20g/㎡の効果の確認 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・
スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期/多年生イ�Ė/2年目 

����೥౓྘஍؅ཧؔ܎আ૲ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　�1
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

9.HAT-906 粒 
テブチaロン:0.7% 
�キサジ�ン:0.7% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・発生前 

・5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[多年生イ�Ė雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・30～60g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・
スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期/多年生イ�Ė/2年目 

10.HAT-90� 粒 
y£�シル:0.5% 
テブチaロン:0.5% 
�キサジ�ン:0.3% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・発生前 

・5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・
スギナ/2年目 

11.HAT-909 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
テブチaロン:0.2% 
�キサジ�ン0.2% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実)[一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 40～�0mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・ 20～100mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

[mkņ] 

・ 生育期 

・ 40～�0mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

 

・茎葉兼土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

・ñâはà用容Ìを使用する 

 

 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/2年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/2年目 

��　২ௐ　7PM���
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

9.HAT-906 粒 
テブチaロン:0.7% 
�キサジ�ン:0.7% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・発生前 

・5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

[多年生イ�Ė雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・30～60g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・
スギナ/2年目 

Ýç/土壌/生育初期/多年生イ�Ė/2年目 

10.HAT-90� 粒 
y£�シル:0.5% 
テブチaロン:0.5% 
�キサジ�ン:0.3% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実) [一年生雑草] 

・発生前 

・5～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生広葉雑草，スギナ] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・20～40g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生広葉・
スギナ/2年目 

11.HAT-909 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
テブチaロン:0.2% 
�キサジ�ン0.2% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/2年目 実 実)[一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 40～�0mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・ 20～100mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

[mkņ] 

・ 生育期 

・ 40～�0mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

 

・茎葉兼土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

・ñâはà用容Ìを使用する 

 

 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/2年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/2年目 

��　২ௐ　7PM���
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

12.HAT-2001 粒 
テブチaロン:1.0% 
�キサジ�ン:1.0% 
フルポキサム:0.25% 
 
 
[保土谷アグロテック] 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

 
Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/初年目 

13.HAT-2002 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.0% 
テブチaロン:0.3% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 60～120mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・土壌処理 

 

・生育期(草¦30/m以下) 

・ 15～30mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

 [一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・ 生育期(草¦30/m以下) 

・ 60～120mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

[mkņ] 

・ 生育期 

・ 60～120mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

・ñâはà用容Ìを使用する 

 

継) 

・効果の年次ÖÂの確認(一年生発生前，一年生生

育期(草¦30/m以下)，一年生，多年生，スギナ生育

期(草¦30/m以下)，mkņ生育期) 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/初年目 

14.HAT-2003 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:0.9% 
テブチaロン:0.15% 
�キサジ�ン:0.15% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草] 

・ 発生前 

・ 50～120mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・ 20～120mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

[mkņ] 

・ 生育期 

・ 40～100mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉兼土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

・ñâはà用容Ìを使用する 

 

継) 

・効果の年次ÖÂの確認(一年生発生前，一年生，，

多年生，スギナ生育期，mkņ生育期) 

 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/初年目 

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

15.HAT-2004 液 
グル�シ�£ト:0.1% 
�キサジ�ン:0.3% 
 
 
[保土谷アグロテック] 
 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

 

16.SB-239 粒 
カルブチ�£ト:2% 
�C ':3% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:1.5% 
 
 
[cス・~_£・cス �イオテ
ック] 

Ýç/土壌/生育初期/多年生イ�Ė/草種
ïØ 

実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 20～ 30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ササņ] 
・ 生育期(草¦70/m以下) 
・ 30～50g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 
継) 
・一年生，多年生，スギナ生育初期の薬Ľ10g/㎡
での効果の確認 
 

17.S*�-176 液 
グ��サ£トカ�aムÔ:1.0% 
 �BAカ�aムÔ:1.0% 
 
 
[シンジbンy ジャパン] 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生広葉/初年目 éĳ 

参Ĉ 

éĳ参Ĉ 

1�. BH-2005 粒 
ブロマシル:1.5% 
�C ':4% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草，多年生広葉雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・10～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・生育初期の一年生雑草，多年生広葉雑草にßす

る効果の年次ÖÂの確認 

・効果の確認(一年生発生前，多年生イ�Ė，スギ

ナ生育初期，一年生，多年生，スギナ生育期(草¦

30～40/m)) 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/初年目 

    

��　২ௐ　7PM���
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

15.HAT-2004 液 
グル�シ�£ト:0.1% 
�キサジ�ン:0.3% 
 
 
[保土谷アグロテック] 
 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

 

16.SB-239 粒 
カルブチ�£ト:2% 
�C ':3% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:1.5% 
 
 
[cス・~_£・cス �イオテ
ック] 

Ýç/土壌/生育初期/多年生イ�Ė/草種
ïØ 

実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 5～10g/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草，多年生雑草，スギナ] 
・ 生育初期(草¦20/m以下) 
・ 20～ 30g/㎡ 
・土壌処理 
 
[ササņ] 
・ 生育期(草¦70/m以下) 
・ 30～50g/㎡ 
・土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 
継) 
・一年生，多年生，スギナ生育初期の薬Ľ10g/㎡
での効果の確認 
 

17.S*�-176 液 
グ��サ£トカ�aムÔ:1.0% 
 �BAカ�aムÔ:1.0% 
 
 
[シンジbンy ジャパン] 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生広葉/初年目 éĳ 

参Ĉ 

éĳ参Ĉ 

1�. BH-2005 粒 
ブロマシル:1.5% 
�C ':4% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草，多年生広葉雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・10～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・生育初期の一年生雑草，多年生広葉雑草にßす

る効果の年次ÖÂの確認 

・効果の確認(一年生発生前，多年生イ�Ė，スギ

ナ生育初期，一年生，多年生，スギナ生育期(草¦

30～40/m)) 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/初年目 
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

19. BH-2006 粒 
ブロマシル:2% 
�C ':3% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草，多年生広葉雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・10～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・生育初期の一年生，多年生広葉にßする効果の

年次ÖÂの確認 

・効果の確認(一年生発生前，多年生イ�Ė，スギ

ナ生育初期，一年生，多年生，スギナ生育期(草¦

30～40/m)) 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生・スギ
ナ/初年目 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/初年目 

20. BH-2007 粒 
ブロマシル:2.5% 
�C ':2.5% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 実・継 実)[一年生雑草，多年生雑草] 

・生育初期(草¦20/m以下) 

・10～20g/㎡ 

・土壌処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチwa，

イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・生育初期の一年生，多年生にßする効果の年次

ÖÂの確認 

・効果の確認(一年生発生前，スギナ生育初期，一

年生，多年生，スギナ生育期(草¦30～40/m)) 

 

Ýç/土壌/生育初期/一年生・多年生・スギナ/
初年目 

Ýç/土壌/生育期(草¦30～40/m以下)/一
年生・多年生・スギナ/初年目 

21.�L-61 フロアブル 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:23.0% 
 CPAイw�ロピルアミン
Ô:4.3% 
フルミオキサジン:3.0% 
 
 
[°Ç化学ÍĦ] 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生/¯薬ĽïØ/初年目 

実・継 実) [一年生雑草] 
・ 発生前 
・ 0.1～1.0mL<100mL>/㎡ 
・土壌処理 
 
[一年生雑草] 
・ 生育期(草¦30/m以下) 
・ 0.3～2.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
[多年生雑草] 
・生育期(草¦30/m以下) 
・ 3.0～4.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
[ススキ] 
・生育期(草¦100/m以下) 
・ 3.0～4.0mL<50mL>/㎡ 
・茎葉兼土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(セイyカアワzチwa，イyド
�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継) 
・スギナ生育期での効果の確認 
・ササ生育期での効果の確認 
・vニゴk生育期での効果の確認 
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

22. BH-2011 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
ブロマシル:0.9% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:0.2% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/イシクラl/初
年目 

23. BH-2012 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
ブロマシル:0.45% 
 
 
[©和�イオkミカル] 
 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

24. BH-2013 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.3% 
ブロマシル:0.4% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

 

 

 Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

25. BH-177 ª 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:15% 
ブロマシル:6% 
 
 
[©和�イオkミカル] 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

 

26. BH-175 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.5% 
ブロマシル:0.75% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:0.25% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/イシクラl/2年
目 

実・継 

(従来通

り) 

 

実) 
[mkņ] 
・生育期 
・30～60mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 
・茎葉兼土壌処理 
 
[イシクラl] 
・生育期(ĤąĊì) 
・60mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 
・茎葉兼土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継) 
・一年生雑草発生前の薬Ľ40，60，�0mLでの効果の確認 
・一年生雑草生育期(草¦30/m以下)の薬Ľ20～
30mL/㎡での効果の確認 
・一年生，多年生，スギナ生育期での薬Ľ30，40，
60mL/㎡での効果の確認 
・生育期のササにßする効果の確認 
・生育期のススキにßする効果の確認 
・イシクラlにßする効果の確認(薬Ľ30，40，90，
120mL/㎡) 
 

��　২ௐ　7PM���
�/P���ʢ����ʣ
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

22. BH-2011 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
ブロマシル:0.9% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:0.2% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/mkņ/初年目 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/イシクラl/初
年目 

23. BH-2012 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.2% 
ブロマシル:0.45% 
 
 
[©和�イオkミカル] 
 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

24. BH-2013 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.3% 
ブロマシル:0.4% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

 

 

 Ýç/茎葉兼土壌/生育期(草¦30/m以下)/
一年生・多年生・スギナ/初年目 

25. BH-177 ª 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:15% 
ブロマシル:6% 
 
 
[©和�イオkミカル] 
 

Ýç/土壌/発生前/一年生/初年目 継 継) 

・効果の確認 

 

26. BH-175 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:1.5% 
ブロマシル:0.75% 
メm�ロッ�Pカ�aム
Ô:0.25% 
 
 
[©和�イオkミカル] 

Ýç/茎葉兼土壌/生育期/イシクラl/2年
目 

実・継 

(従来通

り) 

 

実) 
[mkņ] 
・生育期 
・30～60mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 
・茎葉兼土壌処理 
 
[イシクラl] 
・生育期(ĤąĊì) 
・60mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 
・茎葉兼土壌処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継) 
・一年生雑草発生前の薬Ľ40，60，�0mLでの効果の確認 
・一年生雑草生育期(草¦30/m以下)の薬Ľ20～
30mL/㎡での効果の確認 
・一年生，多年生，スギナ生育期での薬Ľ30，40，
60mL/㎡での効果の確認 
・生育期のササにßする効果の確認 
・生育期のススキにßする効果の確認 
・イシクラlにßする効果の確認(薬Ľ30，40，90，
120mL/㎡) 
 

��　২ௐ　7PM���
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

27.HAT-2005 液 
グ��サ£トイw�ロピルア
ミンÔ:30.0% 
グル�シ�£ト:3.0% 
 
 
[保土谷アグロテック] 

Ýç/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年
生・多年生・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 
[一年生雑草，多年生雑草] 
・生育期(草¦30/m以下) 
・0.75～2.0mL<100mL>/㎡ 
・茎葉処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 
 
継) 
・生育期の一年生，多年生にßする効果の年次Ö
Âの確認 
・スギナ生育期の効果の確認 
 

2�.S*�-176 液 
グ��サ£トカ�aムÔ:1.0% 
 �BAカ�aムÔ:1.0% 
 
 
[シンジbンy ジャパン] 

Ýç/土壌/発生前/一年生広葉/初年目 実・継 実) 

 [一年生広葉雑草] 

・ 発生前 

・ 25～�0mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・土壌処理 

 

[一年生雑草，多年生雑草] 

・ 生育期(草¦30/m以下) 

・ 10～50mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉処理 

 

[スギナ] 

・ 生育期(草¦30/m以下) 

・ 25～50mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉処理 

 

Ă) 

・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw

a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

・ñâはà用容Ìを使用する 

 

継) 

・ササņ生育期での効果の確認 

・クズ生育期での効果の確認 

・一年生広葉発生前での効果の年次ÖÂの確認 

 

Ýç/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年
生・多年生/¯薬ĽïØ/初年目 

Ýç/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/ササ/
初年目 

Ýç/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/クズ/初年目 

29.SH-19AL 液 
 CPAナト�aムÔ:0.2% 
 
 
[ハ£ト] 

Ýç/茎葉/生育期(草¦30/m以下)/一年生
広葉・多年生広葉・スギナ/初年目 

実・継 

 

 

 

実) 

[一年生広葉雑草，多年生広葉雑草] 

・生育期(草¦30/m以下) 

・200mL/㎡ (ãļGFそのUUñâ) 

・茎葉処理 
 
Ă) 
・ØÐ多年生雑草(ススキ，セイyカアワzチw
a，イyド�Ę)をßĹとDNい場ńで使用する 

 

継) 

・生育期の一年生広葉，多年生広葉にßする効果

の年次ÖÂの確認 

・スギナ生育期の効果の確認 

・薬Ľ50，100mL/㎡での効果の確認 
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

30.SL-2001 ª剤 
フルアジ�ッ�P:15% 

(W/() 
 
 
[ēÅĎý 
ēÅ�イオサイcンス] 
 

Ýç/茎葉/生育期(草¦20/m以下)/一年生
イ�Ė(スズメ�カyビラを除A)/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

 

 

 

 
 
 
 
 
B.緑地維持 (1)î草 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

±ĉ名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-701 液 
イマザピック:23.6% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

緑地管理 î草/一年生・多年生広葉/生育期(草
¦30/m以下)/茎葉兼土壌/一般 

継 継) 
・効果の確認 

緑地管理 î草/多年生イ�Ė/生育期(草¦30/m
以下)/茎葉兼土壌/一般 

 

%. ⥳地⥔ᣢ (1) ᢚⲡ

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝
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A.裸地管理 (2)Ýç用    

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

ねらい 判定 判定内容 

30.SL-2001 ª剤 
フルアジ�ッ�P:15% 

(W/() 
 
 
[ēÅĎý 
ēÅ�イオサイcンス] 
 

Ýç/茎葉/生育期(草¦20/m以下)/一年生
イ�Ė(スズメ�カyビラを除A)/初年目 

継 継) 

・効果の確認 

 

 

 

 
 
 
 
 
B.緑地維持 (1)î草 

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

±ĉ名 ねらい 判定 判定内容 

1.HAT-701 液 
イマザピック:23.6% 
 
 
[保土谷アグロテック]  

緑地管理 î草/一年生・多年生広葉/生育期(草
¦30/m以下)/茎葉兼土壌/一般 

継 継) 
・効果の確認 

緑地管理 î草/多年生イ�Ė/生育期(草¦30/m
以下)/茎葉兼土壌/一般 

 

%. ⥳地⥔ᣢ (1) ᢚⲡ

A. 裸地管理 (�) ᐙᗞ⏝

��　২ௐ　7PM���
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連載・雑草のよもやま

森田　弘彦

ɹイネ科多年生植物のϗソバυδϣウπナΪ（T er r ey o c h lo a 
n atan s  CIVSDI）は，ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑（পాɹᚸ・٢୔長
人ฤɹ19��ɿਤ �1 ӈ）ʯに G ly c er i a n atan s  ,oNBSov の学໊
でʮਫ辺や，ਫాにはえ・・・，特に๺ւಓのਫా஍ଳに多いɽʯ
と，ࣸ ਅとઢըを൐って঺介された。同ਤ鑑の巻末にはυδϣ
ウπナΪ・ώロϋυδϣウπナΪとの識別఺が，খ ・ึখ花・
ӱ果・খઉのઢըでࣔされた。この植物は๺ւಓと長野ݝの
みで知られ（日ຊのਫ草ɹ֯野߁࿠ɹ201�），長野ݝでは，ʮ中
部（上高஍ʙ৐Ҍַࢁ࿢）ʯのඪ高 1
000 ʙ 1
�00N の自વ
植生中で࠾集されている（長野ݝ植物ࢽɹਗ਼ਫݐ美ɹ1997）
ので，同ݝでは農耕஍の雑草とは言い難い。ۙ年，ذෞݝで
見出されてʮذෞݝ植物ࢽ同調ࠪ会ฤஶ 2019ʯにऩ࿥され
たとのことである。2017 年のڥ؀লϨッυリストではʮઈ
໓ةዧ *" 類（C3）ʯにѻわれ，この種がਫాで雑草として
生育するのは๺ւಓのみ，である。

ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑ʯでのϗソバυδϣウπナΪのه事と
ઢըは，ࣥච者の一人で当時๺ւಓ۞知҆高౳学ߍにおられ
たݪ܂義੖先生の手になるもので，先生は，ʮত࿨ �7（19�2）
年以߱ � 年間，ઍ葉大学・পాڭतのࢦ導によりʰ雑草の
஍Ҭ別生態調ࠪに関する研究ʱが全国数ݸ所をબんでߦわれ
た（Ԭా༐作ɹ雑草研究 �ɹ19��）。ʯという活動にࢀըさ
れ，๺ւಓѾా܊۞知҆ொのਫాの雑草܈མの調ࠪを୲当さ
れた。この調ࠪใࠂの一部が，ݪ܂先生の主ஶʮ後ࢤの植物ɹ
19��ɿਤ �1 
�	ʯのʮ�� 耕஍の雑草ɿࠨɹਫా雑草܈མの
૊成とその動態ʯにऩ࿥された。先生は，۞知҆ொの農家ਫ
ాにʮʓ除草剤を使用しないਫాɿ" ۠・ແ除草۠，# ۠・

除草۠ɹʓ除草剤
1C1 ෍ਫాɿCࢄ
۠・ແ除草۠，%
۠・ 除 草 ۠ ʯ を
ઃ͚て，19�2 年
の � 月から 11 月
の雑草植生の変化
を調べた。ϗソバ
υδϣウπナΪは
この "・# ۠の܈
མ૊成දにࡌهさ
れ，ใࠂຊจでは

マπバイ，ϋリイ，ηリとڞにʮڧ害雑草ʯとされた。先生は，
ʮϗソバυδϣウπナΪはഇాやઙいਫཷりなどに大܈མをつ
くるが，この草は，ൺֱ的ۙ年になって۞知҆஍方のਫాに
あらわれたもので，ਫ࿏より侵入したといわれている。ʯと解
આされた。ʮ日ຊݪ色雑草ਤ鑑ʯにϗソバυδϣウπナΪがऩ
࿥されたのは，上هのことがらがഎܠにあるにҧいない。܂
先生は，同ਤ鑑用のઢըの΄かにʮ日ຊイネ科植物生態ਤݪ
ේɹୈ一巻ɹ197�ʯ用にも作੡された。

ච者は19��年から1�年間๺ւಓࡳຈࢢに在住したものの，
ෆษڧのためこの植物に出会えなかったが，๺ւಓを཭れた
のちに，ಓ産のイネ科植物をʮϗソバυδϣウπナΪでは？ʯ
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を着͚たままӽౙ
して � ʙ � 月にރ
部から新ج，しࢮ
たな᜖が৳長した。
花期についてʮ� ʙ
7 月，7 ʙ � 月ʯと
するจݙ৘ใに൓
して，2020 年 � 月
にࢸってもึを出
すؾ配がないため

物֎部の໷間রݐ）
明，高Թの影響？），

《第23回》

三度目の正直（？）で確認，北海道のイネ科多年生水田雑草ホソバドジョウツナギ

ਤ��　�ΠωՊଟ೥ੜࡶ૲ϗιόυδϣ΢πφΪ
ʹ͍ͭͯͷٛݪ܂੖ઌੜͷهड़ΛؚΉɺ
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ωՊଟ೥ੜࡶ૲ʢ����೥ �݄��೔ɿ
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このࢫを఻えたところ，9 月初०にࡳຈࢧళの方が࠶度現஍で
取した試ྉをૹ෇してくださった。試ྉは，合着しない葉࠾
ৌのԑ，ບ࣭のখઉ（成長過程で先୺が多様な形に྾͚る），
અで発根する΄;く᜖などの特௃を༗し，᜖のଠいものと細
いもの֤ 2 ఺で，2019 年の試ྉと同様にึをܽいていたが，
後者の 1 ఺のみに出ึ後数Χ月を経たとみられる数ຊのึ
が残っていた。খึなどは΄とんど୤མしていたが，わずか
に残存したものからද �1 にࣔすܭଌ஋をಘた。͝くগ数の
ଌながら，これらの஋は，ʮ日ຊイネ科植物ਤේ（長ా෢ܭ
ਖ਼ɹ19�9）ʯでのϗソバυδϣウπナΪのࡌهのൣғ内とߟ
えられ，ʮޢӱ・・എはԁく，7 ຺があり，຺はଠくてഎ面
にತ出し，・・内ӱ・・ཽࠎ上にはখࢗ਑状の୹ໟがີに・・ʯ
の特௃も΄ぼ合கした（ਤ ��）。๺アϝリΧに分෍するۙԑ
種のうち，υδϣウπナΪ（ G ly c er i a）ଐにѻわれた類ࣅ種
T .  p alli d a 5SiO� のࡌه（)iUDIDoDL
 "� 4�
 .BOVBM oG UIe 
(SBTTeT oG UIe 6OiUed 4UBUeT 2Od &d�
 19�9ɿP an i c u lar i a 
p alli d a ,VOU[e� とするจݙもある。）とൺֱすると，Ѵ઒ࢢ
産の試ྉではแӱ長が୹いことから，この種のؼ化というこ
とではないようだ（ද �1）。

自୐でอ存中の 2019 年試ྉと 2020 年 9 月に௖いた試ྉ
の᜖を੾り໭して新たに出たࢬの葉身෯（NN）は，2019
年試ྉɿ2�0���0， 2020 年試ྉɿ᜖ଠ・��0，᜖細・ແึ 2�����0，
同・༗ึ・�������（ද �1）であった。これもগ数事ྫであ
るが，葉身෯の஋は長ా先生のࡌهしたϗソバυδϣウπナ

ΪとϋイυδϣウπナΪ（T .  v i r i d i s  CIVSDI）の྆方にؚま
れた。ʮ（྆種を）同一種内に;くめる見解がある（長ాɹલ
出）。ʯやʮ中間的なඪຊも存在する（֯野ɹલ出）。ʯとの
ఠがあるので，Ѵ઒産の試ྉでの葉身෯の変異は，ϋイυࢦ
δϣウπナΪとの混在または࿈ଓ的な変異をؚむݸ体܈の存
在をࣔࠦする。2020 年ૹ෇のʮ細᜖・༗ึʯ試ྉのը૾（ਤ
��）を෇したので，๺ւಓをؚむ๺日ຊのਫాでのຊ種の৘
ใఏڙを期଴したい。

新઱なึの֬認や葉身෯の変動実態の֬認などߋにݕ౼
をཁするものの，ʮࡾ度目のਖ਼௚ʯでਫాのイネ科多年生雑
草ϗソバυδϣウπナΪを֬認できた。現஍৘ใと試ྉを 2
年間にわたってఏڙして௖き，ը૾の使用をڐ୚されたڠ༑
アグリג式会ࣾのࡳຈࢧళのօ様およͼྛ৳ӳ開発୲当部長
におྱをਃし上͛ます。

（௥هɿখࢠ࡭の۞知҆૒ॻʮχηコ植物ࢽɹ19�7ʯを
ࣥචされたݪ܂先生の在りし日の࢟を，2020 年 11 月 � 日
のே，/), ςϨϏのʮখさなཱྀɿࢁջにこころ੅むɹ๺ւ
ಓχηコ࿈ๆʯでഈ見した。）

ਤ��　�����೥�݄ʹૹ෇͞Εͨࢼྉ͔ΒಘΒΕͨখึɺแӱ͓ΑͼখՖ

ਤ��　�ʮϗιόυδϣ΢πφΪʯͷܗଶ৘ใʢ����೥�݄ʹૹ෇͞Εͨࡉ
᜖ɾ༗ึͷࢼྉʣɿ"ɿ΄;͘͢Δ᜖ͱࢬ༿ɺ#ɿ༿਎ɾখઉɾ༿ৌɺ$ɿ
ึΛண͚ͨ᜖ɺ%ɿރΕͨึɺ&ɿখึɺ'ɿখՖͷޢӱʢ্ʣͱ಺ӱʢԼʣ

ද��　๺ւಓѴ઒ࢢਫా࢈ͷΠωՊ২෺ͷܭଌ஋ͱɺจݙ৘ใʹΑΔϗιόυδϣ΢πφΪͱͦͷྨࣅछͷओཁ࣭ܗ

表‐1 北海道旭川市水田産のイネ科植物の計測値と文献情報によるホソバドジョウツナ
ギとその類似種の主要形質

第1 第2
3.8-4.5 7-10 約4 1.2-1.5 1.6-2.1 3-4 2.5-2.7

ホソバドジョウツナギ Torreyochloa natans G. natans 1.5-3.5 6-10 4-6 1-1.2 1.5 3-6
ハイドジョウツナギ Torreyochloa viridis G. viridis 4-6 10-20 6-9 6-9

Glyceria pallida T. pallida open 4-8 5-15 6-7 1.5-2 2-2.5 4-7 2.5-3

Glyceria fernaldii T.
fernaldii --- 1-3 smaller** 5 a little

shorter** 3-5
a little
shorter **

和名 学名 異名 葉鞘 文献*

2-2.5
縁は閉じ
ず、基部ま
で裂ける

小穂 小花
長さ
(mm)

花数/
小穂

長さ
(mm)

葉身幅
(mm)

穂長
(cm) 包穎長(mm)

縁は閉じず

（アメリカ合衆国北東部
産の種）

*1: 長田武正,日本イネ科植物図譜, 1989.　*2: Hitchcock, A. S., Manual of the Grasses of the United States 2nd Ed., 1959.　**:
"than G. pallida "を省略

（前種）と変わらない
1

2
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（前種）と変わらない
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縁は閉じず

（アメリカ合衆国北東部
産の種）

*1: 長田武正,日本イネ科植物図譜, 1989.　*2: Hitchcock, A. S., Manual of the Grasses of the United States 2nd Ed., 1959.　**:
"than G. pallida "を省略
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●�2021年度水稲関係除草剤沖縄試験成績検討会及び拡散性

中間報告会

　日時：2021年4月27日（火）�14:00～17:00�

　新型コロナウイルス感染拡大防止の面から，Web会議形

式にて開催いたします。

　なお，通信障害リスクの軽減及び会議中の煩雑さ回避の

ため，参加人数を制限して行います。
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